
「
半
身
雇
用
」
の
確
立
と
「
団
塊
の
世
代
」
の
意
義
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激

r半身雇用」の確立とr団塊の世代」の意義
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向
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策
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化
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　　　　　　　　　　第
　　　第　　　　　第三
第第第二第第第第第一章第第第第第第第
三二一節五四三二一節　七六五四三二一
項項項　項項項項項　交項項項項項項項　　

特
性
解
析
の
方
法

　
　
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
管
理
職
の
過
剰
問
題

　
　
中
高
年
従
業
員
の
排
出
問
題

　
　
中
高
年
従
業
員
の
能
力
問
題

　
　
「
終
身
雇
用
慣
行
」
の
問
題

　
　
「
半
身
雇
用
」
の
確
立

　
　
世
代
交
代
の
姿
勢

　
「
団
塊
の
世
代
」
の
出
生
と
成
育

交
代
世
代
と
し
て
の
「
団
塊
の
世
代
」
の
社
会
的
存
在
の
意
義

　
「
団
塊
」
と
し
て
の
出
生

　
二
部
授
業
の
小
学
校
の
世
代

　
工
業
化
社
会
の
経
済
的
成
長
過
程
の
世
代

　
高
学
歴
化
と
受
験
戦
争

　
大
学
紛
争

勤
労
者
と
し
て
の
「
団
塊
の
世
代
」

　
二
十
歳
代
の
「
団
塊
の
世
代
」
の
意
識

　
「
現
在
の
団
塊
の
世
代
」
勤
労
者
の
企
業
環
境
と
意
識

　
「
団
塊
の
世
代
」
の
現
代
的
意
義
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は
じ
め
に

r半身雇用」の確立とr団塊の世代」の意義

　
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
」
と
は
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
か
ら
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
ま
で
の
出
生
者
で
あ
っ
て
、
出
生
時

に
は
僅
か
三
年
間
の
出
生
者
で
一
千
万
人
弱
の
多
数
に
及
ぴ
、
そ
の
た
め
に
「
団
塊
」
と
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
団
塊
の
世

代
」
は
一
九
八
九
年
に
こ
と
、
こ
と
く
が
四
十
歳
代
に
入
っ
た
。
す
な
わ
ち
中
年
層
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
一
九
八
八
年
、
一
一
月
に
厚
生
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
年
金
審
議
会
は
、
人
口
高
齢
化
の
進
展
を
踏
ま
え
て
、
厚
生
年
金
の

給
付
水
準
を
維
持
す
る
た
め
、
お
よ
び
将
来
の
急
激
な
掛
け
金
の
負
担
増
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
支
給
開
始
年
齢
を
お
く
ら
せ
る
こ
と

が
や
む
を
え
な
い
、
と
指
摘
し
、
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
な
ど
の
公
約
年
金
制
度
の
改
革
案
を
盛
り
込
ん
だ
意
見
書
を
ま
と
め
た
。
こ
の

意
見
書
は
国
民
年
金
．
厚
生
年
金
等
改
正
法
案
と
し
て
国
会
に
提
出
さ
れ
る
機
運
に
あ
る
。
こ
の
厚
生
年
金
改
定
で
最
も
注
目
さ
れ
る
こ

と
は
、
六
五
歳
支
給
へ
と
支
給
年
齢
が
お
く
れ
て
い
く
の
は
、
一
九
九
八
年
か
ら
三
年
．
こ
と
に
一
歳
づ
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ

て
、
男
子
勤
労
者
に
つ
い
て
六
五
歳
支
給
開
始
が
始
ま
る
の
は
二
〇
一
五
年
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
か
ら
と
い
え
ば
、

昭
和
二
一
年
出
生
者
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
な
る
と
「
団
塊
の
世
代
」
に
つ
い
て
の
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
支

給
開
始
は
六
五
歳
と
い
う
こ
と
が
確
定
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
こ
と
は
、
「
団
塊
の
世
代
」
か
ら
は
、
制
度
ど
お
り
の
年
金
生
活
に
入
る
た
め
に
は
、
と
も
か
く
六
五
歳
ま
で
は
雇
用
者
と
し
て

働
き
つ
づ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
団
塊
の
世
代
」
か
ら
は
新
し
い
勤
労
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
描
か

れ
ね
ぱ
な
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
。
換
言
す
れ
ば
、
い
ま
中
年
層
に
入
っ
た
「
団
塊
の
世
代
」
に
と
っ
て
は
中
高

年
層
と
し
て
の
勤
労
者
生
活
の
雇
用
を
確
保
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

5
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ひ
る
が
え
っ
て
、
一
九
七
三
年
の
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
日
本
の
大
企
業
は
中
高
年
従
業
員
層
無
用
の
雇
用
思
想
を
実
行
に
移

し
始
め
、
情
報
技
術
革
命
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
、
大
企
業
か
ら
の
中
高
年
従
業
員
の
排
出
は
大
き
な
潮
流
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
わ
れ

わ
れ
は
こ
の
問
題
を
非
常
に
早
期
に
取
り
上
げ
て
そ
の
実
証
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
日
本
の
大
企
業
が
自
社
の

従
業
員
層
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
雇
用
思
想
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
も
っ
て
臨
ん
で
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
も
は
や
探
索
の

段
階
で
は
な
く
、
確
認
の
段
階
で
あ
る
と
認
識
し
た
。

　
そ
こ
で
一
九
八
七
ー
八
八
年
度
に
は
、
中
高
年
従
業
員
に
つ
い
て
の
大
企
業
の
姿
勢
に
つ
い
て
の
「
し
め
く
く
り
」
と
も
い
う
べ
き
大

規
模
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
本
稿
の
第
二
章
は
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
総
合
結
果
を
説
明
し
て
い
る
。

　
第
二
章
の
結
果
と
し
て
注
目
す
ぺ
き
こ
と
は
、
大
企
業
が
四
五
歳
以
上
の
中
高
年
従
業
員
を
排
出
し
て
、
よ
り
若
い
従
業
員
層
を
基
幹

人
材
と
し
て
交
代
さ
せ
た
い
意
思
を
表
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
基
幹
人
材
の
世
代
交
代
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
、
日
本
の
大
企
業

は
こ
の
世
代
交
代
に
お
い
て
、
若
い
人
材
と
し
て
「
団
塊
の
世
代
」
を
最
も
多
く
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
第
三
章
以
降
で
は
、

と
く
に
「
団
塊
の
世
代
」
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
存
在
の
社
会
的
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
「
団
塊
の
世
代
」
に
つ

い
て
は
、
『
人
事
管
理
の
現
代
的
課
題
』
（
税
務
経
理
協
会
、
一
九
八
一
年
）
の
中
で
、
と
く
に
一
章
を
設
け
て
そ
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ

た
し
、
一
九
八
六
年
度
に
は
「
団
塊
の
世
代
の
活
性
化
に
関
す
る
調
査
研
究
」
（
雇
用
職
業
総
合
研
究
所
）
と
題
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

報
告
を
発
表
し
て
い
る
の
だ
が
、
本
稿
で
は
「
団
塊
の
世
代
」
の
世
代
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

　
問
題
は
、
こ
の
「
団
塊
の
世
代
」
が
つ
い
に
四
十
歳
台
に
突
入
し
、
大
企
業
の
「
半
身
雇
用
」
の
制
限
で
あ
る
四
五
歳
に
到
達
す
る
の

に
は
数
年
し
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
数
年
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
か
と
い
う
こ
と
が
、
ま
ず
も
っ
て
「
団
塊
の
世
代
」
勤
労
者
の
課

題
で
あ
ろ
う
。
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第
一
章
　
企
業
の
従
業
員
高
齢
化
対
策
の
傾
向

第
一
節
企
業
従
業
員
高
齢
化
の
進
行

r半身雇用」の確立とr団塊の世代」の意義

　
企
業
従
業
員
の
高
齢
化
の
進
行
を
測
定
で
き
る
最
良
の
資
料
は
、
労
働
省
が
毎
年
か
つ
長
期
に
わ
た
っ
て
大
規
模
な
調
査
を
お
こ
な
っ

て
い
る
『
賃
金
構
造
基
本
調
査
』
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
調
査
か
ら
昭
和
五
〇
年
分
と
昭
和
六
一
年
分
を
取
上
げ
て

比
較
す
れ
ば
図
表
－
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
結
果
か
ら
次
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
昭
和
五
〇
年
と
い
え
ば
、
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
下
の
年
で
あ
る
。
昭

和
四
八
年
の
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
、
昭
和
五
三
年
に
至
る
長
期
不
況
に
当
面
し
て
、
こ
の
年
以
後
に
主
と
し
て
大
企
業
が
中
高
年
従

業
員
層
を
重
点
と
す
る
大
量
人
員
削
減
を
行
い
、
輸
出
産
業
の
強
化
を
通
じ
て
石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
。
現
在
、
「
早
期

退
職
優
遇
制
度
」
と
名
称
を
変
更
し
て
い
る
「
選
択
定
年
制
度
」
が
盛
ん
に
導
入
さ
れ
た
の
は
こ
の
長
期
不
況
下
で
あ
っ
て
、
そ
の
性
格

は
図
表
2
の
当
時
の
調
査
結
果
が
明
白
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
高
年
層
の
雇
用
早
期
排
出
を
意
図
し
て
い
た
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
図
表
－
を
見
れ
ば
、
企
業
の
従
業
員
高
齢
化
は
依
然
と
し
て
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
産
業
合
計

で
見
る
と
、
男
子
従
業
員
の
平
均
年
齢
は
昭
和
五
〇
年
の
三
六
・
四
歳
か
ら
昭
和
六
一
年
に
は
三
八
・
八
歳
に
増
加
し
、
平
均
勤
続
年
数

も
一
〇
・
一
年
か
ら
二
丁
一
年
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。
企
業
規
模
別
に
見
る
と
、
ど
の
企
業
規
模
で
も
こ
の
増
加
・
上
昇
の
傾
向
が
共

通
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
と
く
に
一
〇
～
九
九
人
規
模
で
は
従
業
員
平
均
年
齢
が
つ
い
に
四
〇
歳
に
達
し
た
。
ま
た
製
造
業
の
管
理
・
事

務
・
技
術
者
（
以
下
で
は
製
造
業
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
略
称
す
る
）
で
は
産
業
合
計
よ
り
も
平
均
年
齢
が
高
く
、
平
均
勤
続
年
数
が
長
い

7
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企業規模別常用男子労働者の構成比の変化（昭和50年，昭和61年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

産 業　　　計 製造業、 管理・事務・技術労働者

計 1000人～ 100～999人 10～99人 計 1000人～ 100～999人 10～99人

100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0

計
100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0

12．4 11．3 13．8 11．8 9．0 9．1 9．9 7．6

24歳以下
16．0 15．4 17．6 15．0 10．0 11．5 11．2 80

13．0 12．9 14．1 12．0 13．2 13．5 14．0 11．3
25－29歳

19．0 18．6 20．4 18．2 20．3 20．1 22．5 17．0

14．0 15．0 14．1 13．1 13．8 13．8 14．1 13．4
30～34歳

16．1 16．5 16．6 15．2 19．4 19．9 19．7 17．9

19．3 18．4 19．0 16．5 18．9 19．3 18．8 18．3
35～39歳

13．7 14．0 13．7 13．3 16．2 16．5 15．9 16．1

13．2 14．8 12．7 12．2 16．0 17．0 15．5 14．7
40～44歳

11．8 12．2 11．4 11．8 11．9 11．5 11．8 12．8

11．7 12．5 11．2 11．5 13．8 14．6 13．0 13．5
45～49歳 9

．
8

11．7 8．3 8．9 9．2 10．1 7．9 9．3

9．5 9．3 8．9 10．2 9．1

9
．
0 8．8 10．1

50～54歳
6．7 7．6 5．6 6．5 7．1 7．9 5．8 7．3

6．0 4．8 5．6 7．3 4．4 3．5 4．4 6．4

55－59歳
3．7 2．8 3．4 5．0 3．1 2．2 3．0 5．3

3．0 0．9 2．5 5．4 1．6 0．3 1．6 4．7

60歳以上
3．3 1．2 3．1 6．3 2．2 0．3 2．1 6．3

38．8 38．3 38．1 40．0 39．0 38．6 38．6 40．7
平均年齢

36．4 36．2 35．5 37．6 36．6 36．0 35．9 39．1

平　　均 12．1 15．5 11．5 9．5 14．6 16．6 13．8 11．5

勤続年数 10．1 13．2
8
．
7

7．5 11．8 13．8 10．5 9．5

備考：各欄の上段は昭和61年，下段は昭和50年
出典：労働省『賃金構造基本統計調査』
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「半身雇用」の確立とr団塊の世代」の意義

　　　　　　　　図表2選択定年制の実施理由（昭和54年）

　　　　　　　　　　　　実施企業　　予定企業　　　計
　　実　施　理　由
　　　　　　　　　　　　実数構成比実数一構成比実数構成比

　　　　　　　　　　　　　　　　　％　　　　　　　％　　　　　　　％

　合計206100．0176100．0382100。0
　　　　　　言十　　　　　　　　　　　101　　　　　490　　　　68　　　　　38，6　　　　169　　　　　442

雇　　　　　＿
　　過剰雇用の一掃　　13　　6．3　　5　　2，8　　18　　4・7
用
　　終身雇用慣行の廃棄　　　2　　　1．0　　10　　　5．7　　12　　　3・1
排
　　高年層活用職場　　　　　6　　　2．9　　9　　　5．1　　15　　　39
出　　　　　　　の欠如

　　再就職機会の増進　　80　　38．8　　44　　25．0　124　　32・5

　人件費急増の是正　　　27　　13，1　　25　　14．2　　52　　13・6

　活力低下の防止　　38　　18．4　41　　23・3　79　　20・7

役計　4019．44223，98221．5職
ポ　中高年層に対する　　　　13　　　6．3　　12　　　6．8　　25　　　6．6
ス　　役職ポストの不足
ト

不　若年層の　　　　　　　27　　13・1　　50　　17・1　　57　　14・9
足　　　昇進閉塞の解消

備考：実施・決定企業100社．予定企業69社。複数回答。

出典：高年齢者雇用開発協会『選択定年制の普及実態』（昭和55年3月）

こ
と
が
注
目
さ
れ
、
平
均
年
齢
が
三
九
歳
に
達
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
つ
ま

り
、
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
後
に
企
業
は
中
高
年
層

対
策
を
強
化
し
て
き
た
も
の
の
、
そ
の
対
策
を
上
回
る

ほ
ど
の
従
業
員
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る
の
だ
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
検
討
を
し
て

み
よ
う
。
い
ま
、
す
べ
て
の
条
件
を
一
定
と
し
た
上
で
、

昭
和
五
〇
年
の
従
業
員
一
〇
〇
名
が
そ
の
ま
ま
昭
和
六

一
年
ま
で
勤
続
し
つ
づ
け
た
と
す
れ
ば
、
昭
和
五
〇
年

の
二
〇
～
二
四
歳
層
は
昭
和
六
一
年
の
三
〇
～
三
四
歳

層
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
移
行
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
仮
定
に
基
い
て
昭
和
五
〇
年
の
二
〇
～
四

九
歳
層
と
昭
和
六
一
年
の
三
〇
～
五
九
歳
層
の
構
成
比

を
五
歳
刻
み
で
比
較
し
て
み
る
と
、
図
表
3
の
通
り
に

な
る
。
図
表
の
下
欄
が
注
目
す
べ
き
結
果
を
提
供
し
て

い
る
。
す
な
わ
、
ち
個
々
の
年
齢
層
に
つ
い
て
算
出
結

果
は
様
々
で
あ
る
も
の
の
、
五
〇
歳
以
上
層
に
つ
い
て

は
大
企
業
ほ
ど
大
幅
な
減
少
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の

9
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図表3企業規模別常用男子労働者の昭和50年に比較した
　　　　昭和61年の年齢別構成比較およぴその増減率

産　　　業　　　計 製造業（管理・事務・技術）労働者

1000人～ 100～999人 10－99人 1000人～ 100～999人 10～99人

30～34歳
15．0

　　12．5

14．1

　　14．0

13．8

　　11．9

13．8

　　10。2

14．1

　　10．1

13．4

　　17．0

35～39歳
18．4

　　18．6

19．0

　　20．9

18．9

　　18．2

19．3

　　20．1

18．8

　　22．5

18．3

　　17．9

40～44歳
14．8

　　16．5

12．7

　　16．6

16．0

　　15．2

17．0

　　19．9

15．5

　　19．7

14．7

　　16．1

45～49歳
12．5

　　14．0

11．2

　　13。7

13．8

　　13．3

14．6

　　16．5

13．0

　　15．9

13．5

　　12．8

50～54歳
9．3

　12．2

8．9

　11．9

9．1

　11．8

9．0

　11．5

8．8

　1工．8

10．1

　　9．3

55～59歳
4．8

　11．7

5．6

　　8．3

4．4

　　8．9

3．5

　　10．1

4．4

　　7．9

6．4

　　73

、30～34歳 20．0 0．7 16．0 35．3 39．6 △21．2

35～39歳 △1．1 △3．5 3．8 △4．0 △16．4

2
．
2

40～44歳 △10．3 △17．5 5．3 △14．6 △21．3 △8．7

45～49歳 △10．7 △23．5 3．8 △12．7 △18．2 5．5

50～54歳 △23．8 △18．2 △22．9 △21．7 △25．4 8．6

55～59歳 △59．0 △32．5 △50．6 △65．3 △44．3 △12．3

備考：例えば昭和50年の20－24歳層がそのまま昭和61年に30－34歳層に移行したとして，その構成比
　　　を昭和61年／昭和50年で比較した結果を示す。

こ
と
は
こ
の
一
〇
年
間
に
大
企

業
で
は
五
〇
歳
以
上
層
の
減
量

に
つ
い
て
大
き
な
努
力
を
払
っ

て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
考
慮
に

い
れ
て
も
、
な
お
か
つ
、
図
表

1
で
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、

従
業
員
の
高
齢
化
が
一
層
進
ん

で
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　
企
業
規
模
別
に
見
れ
ば
共
通

に
従
業
員
高
齢
化
が
見
ら
れ
る

の
だ
が
、
こ
れ
を
さ
ら
に
産
業

別
に
細
分
し
て
み
る
と
、
そ
の

進
展
の
傾
向
は
必
ず
し
も
一
様

で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
図
表

4
は
三
四
歳
以
下
年
齢
層
の
構

成
比
が
多
い
順
に
配
列
し
て
あ

10
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　　図表4　産業別・企業規模別，男子常用従業員の年齢構成（昭和61年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

　産業・規模　　　　計　　24歳以下25～34歳35～44歳45～54歳55歳以上

サービス業・小　100．0　　22。9　　29、9　　255　　17。2　1生7
商業・飲食店・中　　100，0　　　16．6　　36．1　　30，7　　13、5　　　3、O

金融保険業・中　　100．0　　11．3　　38．5　　30，4　　16．0　　4．9

商業・飲食店・小　　100．0　　　14．5　　31。3　　30．5　　16、7　　　72

サービス業・大　100．0　　13，4　　334　　26．9　　16，0　　10。1

商業・飲食店・大　　100．0　　　10・7　　34・4　　35・5　　265　　　3・0

金融保険業・小　　100．0　　18．2　　25．8　　26、6　　15、3　　13．1

産業計・中　100．0　13．8　282　29．7　20・1　8・1
製造業・中　100，0　162　25。3　29．8　22，0　6，9
金融保険業・大　　100．0　　　7．4　　32，4　　30．7　　22．7　　6。8

8
．
9

21．2

5
．
7

4
．
5

11．9

12，7
8
．
3

13．4

15。3
6
．
8

21．8

22，9

19．9

26，2

27．7

25，4

23，6

22．3

　合計100．012327，130．5
産業計・大　100。0　1L3　27・9　33・4
製造業・大　100．0　13．1　259　33・6
建設業・中　100．0　 8、1　29．2　29．6
産業計・小　100．0　11・8　25・1　28・7
サービス業・中　100．0　　9．6　　25，3　　29，0

製造業・小　100．0　12・3　20・5　28・5
建設業・小　100．0　9，3　23、1　26・9
建設業・大　100、0　　7・0　27・7　36・3
備考：企業規模，大＝1，000人以上，中＝100－999人，小＝10－99人雇用。

　　34歳以下年齢層の構成比が多い順に配列してある。
出典＿労働省『賃金構造基本統計調査』昭和61年

る
の
だ
が
、
小
規
模
サ
ー
ピ
ス
業
の
五

二
・
八
％
を
最
高
と
し
て
大
規
模
建
設
業

三
四
・
七
％
を
最
低
と
し
、
そ
の
構
成
比

に
は
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
従
業
員
高
齢
化
対
策
と
い

っ
て
も
、
そ
の
内
容
・
推
進
度
に
お
い
て

産
業
別
な
ら
び
に
企
業
規
模
別
に
濃
淡
が

生
じ
て
く
る
の
は
当
然
の
事
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
他
方
で
、
三
五
歳
以
下
年

齢
層
が
多
い
産
業
・
企
業
規
模
で
も
、
四

五
歳
以
上
年
齢
層
が
占
め
る
割
合
が
二
割

を
切
る
揚
合
は
無
い
こ
と
に
注
目
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
濃
淡

は
あ
る
に
せ
よ
、
従
業
員
高
齢
化
対
策
は

産
業
・
企
業
規
模
共
通
の
課
題
で
あ
る
こ

と
は
確
か
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

図
表
4
の
枠
で
囲
ん
だ
産
業
合
計
を
下
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

る
部
分
に
注
目
す
る
と
、
そ
こ
は
産
業
と
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　図表5　男子常用労働者の年齢構成（昭和61年）

　　　8．9％　　　　　　55歳以上
　　　　　　　　　　　　　1

　　　9，5　　　　50～54歳
　　　　　　　　　　　　　1

　1L7　　　　　45～49歳
　　　　　　　　　　　　　［

13・2　　　　　　40～44歳

35～39歳　
　
1

30～34歳　
　
1

25～29歳　
　
1

24歳以下

17，3

　　　　14．1

　　　　　13，0

　　　　　　12．3

出典＝労働省『賃金構造基本統計調査』

し
て
は
製
造
業
、
建
設
業
、
企
業
規
模
で
は
そ
の
二
産
業
の
大
・

小
企
業
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ

ら
の
産
業
で
は
従
業
員
高
齢
化
対
策
が
企
業
規
模
を
超
え
た
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
図
表
5
は
図
表
－
の
構
成
比
を
昭
和
六
一
年
に
つ
い
て
改
め
て

図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
図
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

企
業
の
従
業
員
高
齢
化
へ
の
間
題
意
識
が
実
に
長
い
間
つ
づ
い
て

い
る
こ
と
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
従
業
員
の

年
齢
構
成
を
家
屋
に
讐
え
れ
ば
、
三
五
～
三
九
歳
層
を
庇
と
し
て

非
常
に
長
い
屋
根
が
覆
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
三

四
歳
以
下
の
年
齢
層
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
見
え
る
ほ
ど
で
あ

ろ
う
。
だ
が
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
企
業
の
中
高
年
排
出
施
策
は
現

在
の
三
五
～
三
九
歳
層
が
企
業
か
ら
中
高
年
層
と
し
て
消
え
て
ゆ

く
ま
で
、
こ
れ
か
ら
実
に
二
〇
年
間
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
弱
め
る
こ

と
な
く
継
続
し
て
ゆ
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

二
〇
年
間
も
継
続
す
る
施
策
は
そ
れ
を
支
え
る
雇
用
思
想
を
必
要

と
す
る
。
企
業
は
今
や
、
こ
の
雇
用
思
想
を
問
わ
れ
て
い
る
と
い

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

12
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　　　　　図表6高齢化・高学歴化への企業の対応策とその効果
　　　　　　　　（単位＝％）

今後の重点とすべきも
の

65．4

64．2

60．9

57．7

53，5

52，7

51．8

専門職制度
年功賃金の縮小
中高年向け新職種の開発

退職金算定方式の見直し

退職一時金の年金化
資　　格　　制　　度

職　務　再　編　成

51．3

51．1

50．4

47．0

47．0

46，1

45．1

43．9

42．7

42．4

42．2

41，8

40，5

理
導
制
長
制
ン
議
）
社
向
P
育
ん
ム

　
指
　
　

・
協
央
会

　
活
年
延
年
シ
使
仲
別

管
　
　
　
　
一
労

　
生
定
年
定
テ
の
　
き

　
の
的
定
職
一
題
向

康
後
　
　
㌔
問
者

職
択
歳
理
講
齢

健
退
選
6
0
管
ジ
中

教
卑

　
　
っ
ト

　
換
D
　
　
あ
ク

　
転
哉
二

　
　
耳
ジ

　
種
就
。

高
出
C
職
再
プ

　高齢化や高学歴化を意
　識した実施率

資格制度39．4年功賃金の縮小　32．7
再雇用制度31．2
健康管理26．3出　　　　　　向　26．0

専門職制度24．1
中高年問題の労使協議　　21，4
　　　　　（中央）
退職金算定方式の見直し　　21．2

退職一時金の年金化・　19，1

再就職あっせん　16，0
高齢者向き別会社　　12．6

60歳定年延長　1L7
公的資格取得援助　　10．8

順
位

10．7

10．4

10．2

10．2
9
、
3

9
，
1

8
，
8

へ
度
度
ン
織
制
発

種
　
　

ヨ
　
　
開

職
制
制
シ
組
年
の

的
　
　
一
　
　
種

売
進
課
テ
的
定
職

　
　
　
　
　
　
新

販
促
考
一
会
職
け

を
　
　
“
。
　
　
向

者
家
事
フ
窓
理
年

卒
　
　
ヨ
　
　
高

大
持
人
ジ
同
管
中

1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7

8
9
1
0
1
1
1
2
1
3

M
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0

出典，社会経済国民会議『企業行動に対する構造不況影響調査研究幽昭和53年3月

第
二
節
　
高
齢
化
対
策
の
重
点
の

　
　
　
変
化

第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
後
に
本
格

的
に
始
ま
っ
た
企
業
の
高
齢
化
施
策
は

現
在
ま
で
の
約
一
〇
年
間
に
注
目
す
べ

き
変
化
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

変
化
の
状
況
を
各
種
の
調
査
の
結
果
か

ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

図
表
6
は
昭
和
五
四
年
に
実
施
さ
れ

た
社
会
経
済
国
民
会
議
の
調
査
結
果
で

あ
る
。
実
際
に
実
施
さ
れ
た
施
策
を
み

る
と
、
人
事
制
度
、
賃
金
、
福
祉
制
度

な
ど
一
言
で
い
え
ば
人
事
管
理
諸
制
度

の
変
更
を
中
心
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に

加
え
て
出
向
が
高
い
比
率
で
実
施
さ
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
再
就
職
斡
旋
、
高
齢

者
向
き
別
会
社
な
ど
の
排
出
施
策
が
や

13
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図表7主要1，083社の中高年対策実施の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝％）

す　で　に　実　施 実施予定およぴ検討中

事 項 構成比 事　　　　　項 構成比

石
7
2
5
5
1
つ
7
6
£
2
0

0
8
。
8
7
λ
λ
7
6
。
6
5
4
α

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0

　
　
　
　
　
　
　
　
1

発
し
育
実
長
度
化
制
化
立
他

開
直
教
充
　
義
轟

萱
の
延
制
主
年
設
社

職
の
発
　
力
新
会

け
度
　
理
　
職
　
定
の
皿
の
計

向
制
開
管
年
能
験
け

年
金
　
門
の
択
試
受

高
職
力
康
　
金
難

中
退
能
健
定
専
賃
選
管
中
そ

7
9
6
3
5
洛
5
5
4
ン
6
0

6
0
9
9
7
。
7
6
6
。
6
5
ふ
0

1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
1

度
離
向
化
ん
実
し
度
育
長
他

　
分制
勒
出
義
せ
充
畢
教

用
役
の
主
．
の
　
延

　
格
　
　
　
の
発

讃
へ
力
あ
理
度
職
　
の
計

再
よ
社
能
の
q
開

　
こ
　
　
管
缶
　
年

塵
会
の
職
金
門
力

託
制
連
金
就
康
職

　
格
嘱
資
関
賃
再
健
退
尊
能
定
そ

備考：日本経済新聞社，昭和55年12月現在しらべ。rすでに実施」の件数4，150件，r実施予定およぴ検

　　　討中」の件数6，553件の中てそれぞれの項目が占める構成比を示す。

出所＝「日本経済新聞』昭和56年3月1日号。

図表8　高年齢者の能力開発の実施状況

（単位：％）M．A，

　業産全

区 分

規模計
3，000人

上
1，000～
，999人

1，000人

満
1 1

　合　　計　368（10α0）194（・・…）・29（・・α・）1145（・・…）

実施している・1・（3・2）38（4α4）36（27・9）137（25・5）

中高年者の能力再開発訓練　　50（13，6）　21（22、3）　18（14．0）　11（7，6）

職務・職種転換教育　34（92）　13（13．8）　10（7．8）　11（7．6）

定年前の職業訓練　33（9。0）　9（9．6）　13（10．1）　11（7．6）

長期教育訓練休暇　6（L6）　1（1，1）　3（2．3）　2（1。4）

そ　 の　他26（7．1）7（7，4）9（7．0）10（6．9）
実施していない257（69．8）　56（59．6）　93（72．1）108（74．5）

出典：労務行政研究所『企業内高齢層の処遇実態』昭和61年4月，45ぺ一ジ。
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r半身雇用」の確立とr団塊の世代」の意義

　　　　　図表9　中高年向け職揚開発，職務再設計等の実施状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）M．A．

　　　　　　　　　　　　　　　全　　　　　　産　　　　　　業

　区　　　　　　分
　　　　　　　　　　　　規模計鯉人鵜欠　羅人

合計368（100，0）94（100．O）129（100，0）145（100．0）

実施している　87（23．6）　32（34．0）　29（22．5）　26（17．9）

職揚開発49（13，3）20（21．3）19（14．7）10（6．9）
職務の再設計　27（7．3）　9（9．6）　10（7．8）　8（5，5）

組織の変更13（3．5）　3（3．2）　3（2，3）　7（4．8）
機械・設備等の改善　　18（4．9）　　7（7．4）　　8（6．2）　　3（2．1）

そ　の　他13（3．5）5（5．3）3（2．3）5（3．4）
実施していない　281（76．4）　62（66．0）100（77．5）　119（82．1）

出典：労務行政研究所，前掲書，47ぺ一ジ。

や
低
い
比
率
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
図
表
7
は
昭
和
五
五
年
末
に
実
施
さ

れ
た
日
本
経
済
新
聞
の
大
規
模
調
査
の
結
果
で
あ
る
が
、
こ
の
図
表
で
「
す
で

に
実
施
し
た
対
策
」
を
み
る
と
、
図
表
6
と
よ
く
似
て
お
り
、
人
事
管
理
諸
制

度
と
並
ん
で
関
連
会
社
へ
の
出
向
、
再
就
職
の
斡
旋
な
ど
が
上
位
を
占
め
て
い

る
。
だ
が
、
も
っ
と
よ
く
似
て
い
る
点
は
二
つ
の
調
査
結
果
に
お
け
る
今
後
の

施
策
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
企
業
は
今
後
の
施
策
と
し
て
中
高
年
向
け
の
職

種
・
職
場
の
開
発
や
能
力
開
発
教
育
を
重
点
と
し
て
お
り
、
そ
れ
と
同
時
に

「
す
で
に
実
施
し
た
施
策
の
中
に
は
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
な
い
選
択
定
年

制
を
今
後
の
重
点
施
策
と
し
て
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
時
期
以
後
に
実
施
さ
れ
た
調
査
結
果
で
は
中
高
年
向
け
の
職

揚
開
発
や
能
力
再
開
発
は
は
か
ぱ
か
し
く
進
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

一
例
を
図
表
8
、
9
が
明
白
に
示
し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
代
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
の
は
中
高
年
層
の
排
出
思
想
で
あ
っ

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
多
数
の
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
一
例

が
図
表
1
0
に
示
さ
れ
る
雇
用
問
題
調
査
会
の
調
査
結
果
で
あ
る
。
こ
の
結
果
に

よ
れ
ば
、
管
理
職
に
な
っ
た
ら
定
年
ま
で
の
雇
用
を
せ
ず
に
出
向
・
転
籍
を
進

め
る
と
い
う
企
業
の
姿
勢
が
明
白
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
従
業
員
の
全
階

層
に
つ
い
て
も
「
定
年
ま
で
の
雇
用
を
し
な
い
」
と
す
る
企
業
の
割
合
が
激
増

15
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　　図表10　大企業における従業員の雇用継続についての姿勢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位＝％）

　　　　　　　原則として定年まで雇用す　必ずしも定年まで雇用せ
職位・職掌　　　る。働けるかぎりは働いて　ず，中高年齢者等について
　　　　　　　もらう　　　　　　　　　は出，向転籍をすすめる

　　　　　　　現　状将　来現　状将　来
56．3

41，4

21．3

21．7

21．4

20，5

34．8

16．8
9
．
6

8
．
5

11．1
8
，
0

43．7

58．0

76．5

73，3

76，2

75，9

65，2

82．4

89，7

9L5

88．1

90．2

管　 理　 職

専　 門　 職

一般職（事務）
一般職（研究，技術）

一般職（営業）

一般職（現業）

備考：3，000人以上雇用企業

出典：（社）雇用問題研究会『経済社会環境の変化と日本的雇用慣行に関する調査』昭和61年3月

　図表1145歳以上ホワイトカラー出向者の標準的な移動パターン（出向時
　　　　　の最多年齢別）

出向時の最多年齢合　計離雛題鷺壽ε出向籍霧前に転

　合計　100．0　36．0　45．7　18．3
　　6

13．0

20，3

23．0

18．3

　17
37．0

27．0

40．0

71．7

94．1

50．0

52．7

37．0

10．0
5
．
9

14。8

23．8

32．2

19．3
5
．
5

40歳以前

40歳台前半

40歳台後半

50歳台前半

50歳台後半

出典；公企労センター『民間大企柔における高齢化対策一再雇用・雇用延長・退職準備制度一』

　　　昭和62年2月

し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
こ
の
傾
向
を
受
け
て
昭
和
六

〇
年
九
月
の
G
5
以
後
の
円
高

の
急
激
な
進
行
に
よ
っ
て
昭
和

六
一
年
か
ら
再
び
脚
光
を
浴
び

て
き
た
の
は
出
向
施
策
で
あ
る
。

出
向
施
策
の
中
に
は
新
事
業
の

開
発
・
推
進
の
た
め
に
比
較
的

若
い
従
業
員
を
出
向
さ
せ
る
こ

と
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
勿
論
あ

る
。
だ
が
重
要
な
の
は
中
高
年

層
の
出
向
で
あ
る
。
公
企
労
セ

ン
タ
ー
の
昭
和
六
一
年
の
調
査

結
果
に
よ
れ
ば
、
図
表
1
1
で
見

る
よ
う
に
、
四
〇
歳
台
後
半
層

の
出
向
で
は
定
年
ま
で
の
出
向

の
継
続
、
定
年
以
前
の
転
籍
が

大
部
分
を
占
め
る
こ
と
が
明
ら

16



r半身雇用」の確立とr団塊の世代」の意義

　　　図表12　大企業の今後の中高年者施策（期待度の高い順）

施　　　　　　　策 第1位 第2位 第3位
出　　　向　　・　転　　　籍

22．4

16．7

4．7

4．2

4
．
2

6
．
1

選択定年制など早期退職の促進
13．1

11．7

15．O

16．9

9．5

14．8

高齢者会社の新設・拡充
10．3

7
．
5

9
．
3

12．7

8
．
4

5
．
2

再　就　職　斡　旋　の　強　化

3
．
7

4．2

12．1
9
．
3

7
．
4

3
．
5

退職準備プ・グラムの導入・拡充

6
．
9

4
．
2

3
．
7

2
．
5

10．5

12．2

企業年金の新設　・拡充 一
0．9

2
．
8

5
．
9

10．5

11．3

中高年向けの職場開発
15．0

21．7

12．1
9
．
3

6
．
3

7
．
8

人事の能力主義化の強化
15．0

17．5

5
．
6

3
．
4

5
．
3

7
．
8

賃金　・退職金の見直し

5
．
6

9
．
2

8
．
4

11．9

9
．
5

13．0

C　　　　　　　D　　　　　　　P

3
．
7

0．8

2
．
8

4
．
2

3
．
2

2
．
6

専門職制度の導入・強化

2
．
8

3
．
3

12．1

12．7

10．5
7
．
O

中年期以降の教育訓練
2
．
8

0
．
8

7
．
5

2
．
5

8
．
4

3
．
5

（単位：％）

出典＝公企労センター『民間大企業における高齢化対策一再雇用・雇用延長・退職準備制度一』

　　昭和62年2月
（注）　上段は3，000人以上，下段は1，000－2，999人規模
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か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
今
後
の
中
高
年
施
策
に
つ
い
て
の
公
企
労
セ
ン
タ
ー
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
図
表
1
2
で
見
る
よ
う
に
、
人
事
管
理
諸
制
度

（
下
欄
）
よ
り
も
中
高
年
層
排
出
施
策
（
上
欄
）
の
方
が
優
勢
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
出
向
・
転
籍
の
促
進
が
最
も
重
要
な
施
策

に
は
ね
あ
が
り
、
早
期
退
職
の
促
進
も
ま
た
重
要
な
施
策
と
な
る
に
至
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

第
二
章
　
大
企
業
に
お
け
る
「
半
身
雇
用
」
の
実
証

18

第
一
節
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
目
的
と
設
計

　
第
一
項
調
査
の
目
的

　
こ
の
「
従
業
員
中
高
年
化
に
対
す
る
企
業
の
人
事
施
策
の
方
向
に
関
す
る
調
査
」
は
昭
和
六
二
年
八
月
お
よ
ぴ
一
〇
月
に
約
二
千
企
業

の
人
事
部
に
回
答
が
求
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
調
査
の
目
的
は
労
働
省
に
設
置
さ
れ
て
い
る
人
事
労
務
管
理
研
究
会
に
、
昭
和
六
二
年
度
に

設
け
ら
れ
た
高
齢
化
問
題
専
門
委
員
会
に
お
け
る
検
討
に
資
す
る
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
た
調
査
で
あ
る
。
調
査
自
体
は
財
団
法
人
労
働
問

題
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
か
ら
委
託
を
受
け
た
一
橋
大
学
人
事
管
理
研
究
会
（
代
表
　
社
会
学
部
教
授
　
津
田
真
激
）
が
お
．
）
な
っ
た
。
ア
一

の
調
査
は
以
上
の
目
的
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
企
業
に
回
答
を
お
願
い
す
る
た
め
に
、
八
月
に
回
答
が
え
ら
れ
な
か

っ
た
企
業
に
一
〇
月
に
再
度
、
回
答
を
お
願
い
し
た
。
そ
の
結
果
、
合
計
し
て
六
〇
〇
企
業
を
こ
え
る
回
答
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
こ
の

検
討
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
日
本
の
大
企
業
の
動
向
に
つ
い
て
の
明
確
な
姿
を
把
握
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
回
答
を
寄
せ

ら
れ
た
企
業
に
感
謝
を
申
し
あ
げ
た
い
。



r半身雇用」の確立とr団塊の世代」の意義

　
こ
の
調
査
は
第
一
章
の
第
一
節
で
述
べ
た
問
題
の
具
体
的
な
姿
を
一
層
深
く
追
求
す
る
意
図
を
も
っ
て
い
る
た
め
に
、
今
ま
で
に
お
こ

な
わ
れ
て
き
た
従
業
員
中
高
年
化
に
対
す
る
企
業
の
人
事
施
策
に
つ
い
て
の
調
査
と
は
設
計
を
い
ち
じ
る
し
く
異
に
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
従
来
の
調
査
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
例
え
ぱ
図
表
6
に
示
し
た
調
査
の
よ
う
に
、
従
業
員
中
高
年
化
に
対
す
る
人
事
諸
施
策

の
質
問
に
始
ま
り
、
主
と
し
て
中
高
年
層
の
社
内
活
用
施
策
に
焦
点
を
あ
て
て
人
事
諸
制
度
の
改
革
を
間
う
内
容
を
中
心
と
し
て
い
た
。

こ
の
調
査
の
設
計
は
こ
の
形
を
と
っ
て
は
い
な
い
。

　
主
と
し
て
大
企
業
に
見
ら
れ
る
中
高
年
従
業
員
対
策
は
、
そ
の
大
量
の
集
積
に
対
応
す
る
た
め
に
、
社
内
で
の
活
用
か
ら
社
外
へ
の
排

出
に
重
点
を
移
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
日
本
の
大
企
業
に
お
け
る
過
去
四
〇
年
間
の
従
業
員
の
定
着
化
施
策
は
、
い
わ
ゆ
る
「
終
身

雇
用
慣
行
」
と
し
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
施
策
は
入
社
し
た
企
業
本
体
へ
の
定
着
化
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

間
に
子
会
社
、
関
係
会
社
に
出
向
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
い
ず
れ
は
本
体
に
復
帰
す
る
こ
と
が
社
員
に
も
企
業
に
も
了
解
さ
れ
て
お
り
、

子
会
社
、
関
係
会
社
に
転
籍
す
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
揚
合
、
社
員
の
定
年
到
達
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
終
身
雇
用
慣
行
」
は
あ
く
ま

で
企
業
本
体
で
の
「
終
身
雇
用
慣
行
」
で
あ
り
、
中
高
年
齢
に
達
し
た
ら
そ
れ
ら
の
会
社
に
行
っ
た
き
り
に
な
る
「
終
身
雇
用
慣
行
」
で

は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
最
近
で
は
子
会
社
、
関
係
会
社
へ
の
中
高
年
社
員
の
定
年
ま
で
の
出
向
の
継
続
、
お
よ
ぴ
取
引
先
企
業
へ
の

再
就
職
の
斡
旋
を
も
含
め
て
「
広
域
終
身
雇
用
」
だ
と
す
る
企
業
の
意
見
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
中
高
年
社
員
へ
の
選
択
定
年
制
の
適

用
を
も
っ
て
「
優
秀
な
わ
が
社
の
人
材
の
社
会
へ
の
還
元
だ
」
と
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
例
に
よ
っ
て
言
葉
の
乱
用
だ
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
。

　
さ
ら
に
、
不
振
に
お
ち
い
っ
た
企
業
の
人
員
整
理
は
別
と
し
て
、
か
つ
て
は
「
終
身
雇
用
、
年
功
賃
金
、
企
業
内
労
働
組
合
は
日
本
の

経
営
の
三
種
の
神
器
だ
」
と
外
国
で
誇
示
し
た
日
本
の
経
営
者
が
、
今
で
は
経
営
者
団
体
の
公
式
の
発
表
に
よ
っ
て
、
「
ひ
と
つ
の
会
社
に

定
年
ま
で
と
ど
ま
る
の
で
は
な
い
」
こ
と
を
「
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
宣
言
す
る
事
態
に
な
っ
た
こ
と
は
従
業
員
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図表13企業アンケート調査の設計図

その設定は経営戦略とどの

よっに連結しているか

その経営戦略と企業成長継

続意志との関係はどうか

人事戦略の基本人材を
どこに設定しているか

基軸人材としてどの世代
層を主力にするか

そのことについて中高年層
剰認識の程度はどうか

職種，職層別・雇用の　　中高年ホワイトカラ年齢層別・雇用の過
全従業貝に占める

高年層の比率
客観指標）

剰・適正の認識度 過剰・適正の認識度　　　一の過剰雇用認識度

現業一般職

くに管理職

昇進の高齢化

ましい昇進年齢
中高年齢層過剰の
由はなにか

中高年齢層に欠けて
いる能力はなにか

商人件費が理由な
らば低めれば雇用
が維持できるのか

能力欠如が理由なら
どのような人材なら
中高年齢層でも採用
ないし雇用の維持を
考えるか

ポスト不足が理由
ならポスト廃止を
考えたらどフか

中高年齢層活用の
基本姿勢はあるのか
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現在の中高年齢層排出
施策の重点はなにか

本体のスリム化

　　　1

新規事業への出向・転職

早期退職優遇制度

アウトプレイスメント

×
出向・転籍施策
の取扱い

　　　1人材派遣会社

「一材紹介業

定年までの雇用か

企業の雇用基本、思想の検討

基本思想に対応する
定年前の転職か 従業員意識として何

を予定しているか

現在の政府の中高年雇用維持
策への理解度

政府の政策への要望 65歳定年制実施
への訳
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中
高
年
化
に
対
す
る
企
業
の
人
事
施
策
の
根
本
に
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

　
他
方
に
お
い
て
、
市
場
経
済
を
基
調
と
す
る
日
本
社
会
で
そ
の
活
動
主
体
で
あ
る
企
業
か
ら
と
め
ど
も
な
く
中
高
年
齢
層
が
排
出
さ
れ
、

そ
の
能
力
の
活
用
が
お
こ
な
わ
れ
ず
、
中
高
年
齢
層
が
雇
用
問
題
で
圧
迫
さ
れ
つ
づ
け
る
と
す
れ
ぱ
、
人
口
の
山
口
同
齢
化
、
高
齢
者
余
命
の

延
長
と
い
う
社
会
一
般
の
動
向
に
反
す
る
こ
と
に
な
り
、
社
会
は
労
働
市
場
の
こ
の
自
然
の
動
向
を
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
項
調
査
の
方
法

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
を
認
識
し
て
、
こ
の
調
査
で
は
企
業
の
今
後
の
人
事
基
本
思
想
・
施
策
と
中
高
年
齢
従
業
員
層
お
よ
び
従
業
員
中

高
年
齢
化
と
の
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
間
を
設
計
し
た
。
そ
し
て
こ
の
設
計
に
よ
っ
て
、
ア
〕
の
調
査
を
大
企
業
に

お
け
る
中
高
年
齢
従
業
員
層
に
つ
い
て
の
雇
用
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
決
定
版
と
す
る
こ
と
を
ア
一
．
】
ろ
み
た
。

　
こ
の
調
査
の
設
計
図
は
図
表
1
3
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
図
表
B
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
を
し
て
お
き
た
い
。
基
本
設
計
は
図
表
1
3
の
中

心
線
上
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
に
二
重
枠
で
示
し
て
あ
る
よ
う
に
、
「
人
事
戦
略
の
基
軸
人
材
を
ど
の
層
に
設
定
し
て
い
る
か
」
、

「
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
中
高
年
層
過
剰
認
識
の
程
度
は
ど
う
か
」
、
「
現
在
の
中
高
年
層
排
出
施
策
の
重
点
は
な
に
か
」
、
「
企
業
の
雇
用
基

本
思
想
の
検
討
」
が
問
題
の
基
本
検
討
項
目
で
あ
り
、
こ
れ
に
、
「
現
在
の
中
高
年
雇
用
維
持
政
策
へ
の
理
解
度
」
が
つ
け
加
え
ら
れ
て

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
検
討
項
目
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
揚
合
に
そ
の
検
討
を
深
め
る
た
め
の
細
部
の
検
討
項
目
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
は
図
表
1
3
で
一
重
枠
で
示
さ
れ
て
い
る
。
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調
査
結
果
分
析
か
ら
の
特
性
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第
一
項
特
性
解
析
の
方
法

　
こ
こ
で
は
調
査
結
果
の
分
析
に
つ
い
て
や
や
特
殊
な
方
法
を
取
っ
て
調
査
結
果
の
特
性
を
浮
き
彫
り
す
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
み
た
い
と
お

も
う
o

　
す
な
わ
ち
、
こ
の
調
査
の
目
的
お
よ
び
方
法
が
上
述
の
と
お
り
で
あ
る
の
で
、
調
査
企
業
の
中
で
従
業
員
中
高
年
齢
化
の
進
行
に
つ
い

て
既
に
大
き
な
課
題
を
か
か
え
て
い
る
企
業
と
若
年
齢
層
を
豊
富
に
保
有
し
て
い
る
企
業
と
を
選
別
し
、
こ
の
二
種
類
の
企
業
類
型
で
設

問
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
回
答
が
提
示
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。
こ
の
手
法
を
取
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
調
査
結
果
の
特
性
を
端
的
に
え
が
き
だ
せ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
、
男
子
正
規
常
用
従
業
員
の
人
員
過
不
足
状
態
を
問
う
た
設
問
の
中
で
、
五
〇
～
五
四
歳
、
五
五
歳
以
上
の
い
ず
れ
に
つ

い
て
も
「
過
剰
で
あ
る
」
と
回
答
し
た
揚
合
を
「
従
業
員
中
高
年
齢
化
の
進
行
に
つ
い
て
既
に
大
き
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
企
業
類
型
」
、

そ
の
中
で
三
〇
～
三
四
歳
に
つ
い
て
「
適
正
で
あ
る
」
と
回
答
し
た
企
業
類
型
を
「
若
年
齢
層
を
豊
富
に
保
有
し
て
い
る
企
業
類
型
」
と

見
な
し
、
こ
の
二
つ
の
類
型
を
取
り
出
し
て
比
較
す
る
方
法
を
取
っ
た
。
こ
の
方
法
の
弱
点
は
五
〇
歳
台
層
が
過
剰
で
あ
っ
て
も
三
〇
～

三
四
歳
層
の
保
有
が
適
正
で
あ
る
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
の
揚
合
の
企
業
が
両
類
型
の
両
方
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
全

回
答
企
業
を
対
象
と
す
る
最
下
段
の
「
全
体
」
の
数
値
と
は
異
な
る
揚
合
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
三
〇
～
三
四
歳
層
の

保
有
が
適
正
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
の
企
業
の
若
年
層
の
保
有
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
の
代
表
特
性
と
し
て
よ
い
か
と
い
う
問
題
も
あ

る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
年
齢
層
別
労
働
力
構
成
か
ら
見
て
、
活
気
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
の
働
き
手
と
し
て
の
こ
の
年
齢
層
を
若
年
層

の
代
表
と
す
る
こ
と
が
ゆ
る
さ
れ
る
と
お
も
う
。
前
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
検
討
が
必
要
で
あ
る
の
で
図
表
1
4
を
提
出
し
て
お
き
た
い
。

　
図
表
1
4
に
よ
れ
ば
、
五
〇
歳
代
従
業
員
を
過
剰
雇
用
だ
と
回
答
し
た
企
業
は
二
三
二
企
業
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
三
〇
～
三
四
歳
層
の

雇
用
に
つ
い
て
見
れ
ぱ
「
適
正
で
あ
る
」
が
四
三
・
五
％
を
占
め
て
お
り
、
さ
ら
に
「
不
足
し
て
い
る
」
が
五
三
・
九
％
で
最
も
多
い
。
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　　　　図表1430－34歳が50歳代，50歳代が30－34歳に対して
　　　　　　　　それぞれ相手の年齢層

　　　　　　　　　　　合計誉剰であ準であ鷹して無酪

r中高年層過剰雇用企業」　　100．0　　　1．7　　　43．5　　　53．9　　　0．9

r青年層適正雇用企業」　100．0　　　43．1　　　51．0　　　3，4　　　2．4

従
っ
て
こ
の
類
型
で
は
五
〇
歳
代
層
過
剰
雇
用
と
三
〇
～
三
四
歳
層
雇
用
適
正
と
が
両
立
し
て
い
る
と
言
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。
他
方
、
三
〇
～
三
四
歳
層
適
正
雇
用
企
業
は
二
九
〇
企
業
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
五
〇
歳
代
層

過
剰
雇
用
企
業
は
四
三
．
五
％
と
半
分
に
達
せ
ず
、
「
適
正
で
あ
る
」
と
す
る
企
業
が
五
一
・
○
％
と
前
者
よ

り
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
類
型
を
全
体
と
し
て
と
ら
え
れ
ば
、
中
高
年
層
過
剰
雇
用
に
つ
い
て
の

極
端
に
批
判
的
意
見
が
あ
ら
わ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
想
像
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
類
型
で
五
〇
歳
代
層
を

過
剰
雇
用
と
見
な
す
企
業
が
四
三
・
五
％
も
多
く
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
の
方
が
む
し
ろ
重
要
で
あ
ろ
う
と
思

う
。
こ
れ
ら
の
状
態
を
念
頭
に
お
い
た
上
で
、
五
〇
歳
代
を
過
剰
雇
用
と
す
る
企
業
類
型
を
「
中
高
年
層
過
剰

雇
用
企
業
」
、
三
〇
～
三
四
歳
層
適
正
雇
用
数
企
業
を
「
青
年
層
適
正
雇
用
企
業
」
と
名
づ
け
て
、
そ
れ
ら
の

特
性
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　
第
二
項
　
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
管
理
職
の
過
剰
問
題

　
現
在
の
従
業
員
高
齢
化
の
問
題
で
企
業
に
と
っ
て
そ
れ
が
強
く
認
識
さ
れ
て
い
る
の
は
現
場
技
能
者
に
つ
い

て
よ
り
も
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
i
層
に
つ
い
て
で
あ
り
、
ま
た
、
製
造
業
、
建
設
業
な
ど
ば
か
り
で
な
く
、
商
業
、

金
融
業
な
ど
産
業
全
体
に
視
野
を
広
げ
れ
ば
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
の
高
齢
化
問
題
は
関
心
度
が
大
き
い
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
第
一
に
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
図
表
1
5
が
そ
の
比
較
結
果
で
あ
る
。
ど

の
類
型
で
も
「
将
来
は
発
生
が
予
想
さ
れ
る
」
が
最
も
多
い
が
、
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
で
は
「
青
年

層
適
正
雇
用
企
業
」
に
比
べ
て
「
す
で
に
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
」
と
す
る
企
業
割
合
が
、
ま
た
、
「
間

題
と
な
っ
て
い
な
い
」
と
す
る
企
業
の
割
合
で
は
「
青
年
層
適
正
雇
用
企
業
」
の
方
が
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用

24



r半身雇用」の確立とr団塊の世代」の意義

　　　　　図表15　中高年男子ホワイトカラー社員の過剰雇用問題

　　　　　　　　　　　合計菱でに深塁来は発問題なし無回答

「中高年層過剰雇用企業」　　100．0　　　37．9　　　53．9　　　　7．8　　　0．4

r青年層適正雇用企業」　100．0　　15．g　　60．7　　23，4　　　二

　全体100，023257．019．40．3
　　　　　　　　　　　図表16管理職の雇用状態

　　　　　　　　　　　合計押であ穿であ罷して無回答

「中高年層過剰雇用企業」　　100．0　　72．0　　　22．4　　　3．4　　　2．2

「青年層適正雇用企業」　　100．0　　33．8　　56．6　　　7．9　　　1．7

　　全体100．052，136．08．53．5

企
業
」
よ
り
も
多
い
こ
と
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
は
い
え
、

注
目
し
て
よ
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
こ
と
に
留
意
し
た
上
で
管
理
職
の
過
剰
、
高
年
齢
化
の
問
題
を
取
り
上

げ
て
み
よ
う
。
企
業
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
高
年
齢
化
の
問
題
の
代
表
特
性
が
こ

の
問
題
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
説
明
を
要
し
ま
い
。
図
表
1
6
は
そ
の
点
に

つ
い
て
の
類
型
比
較
の
一
つ
で
あ
る
。
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
で
は
こ

の
管
理
職
過
剰
問
題
を
か
か
え
て
い
る
企
業
の
割
合
が
七
二
・
○
％
の
多
く
に

達
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
「
青
年
層
適
正
雇
用

企
業
」
で
は
管
理
職
数
を
適
正
と
す
る
企
業
が
五
六
・
六
％
と
過
半
を
示
し
、

こ
れ
に
「
不
足
し
て
い
る
」
と
す
る
企
業
を
加
え
れ
ぱ
六
四
・
六
％
に
及
ん
で

い
る
も
の
の
、
こ
の
類
型
で
も
三
分
の
一
の
企
業
で
は
管
理
職
が
過
剰
だ
と
い

う
認
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
次
に
管
理
職
就
任
年
齢
の
傾
向
に
つ
い
て
図
表
1
7
を
見
る
と
、
い
ず
れ
の
類

型
で
も
「
だ
ん
だ
ん
高
年
化
し
て
い
る
」
企
業
の
割
合
が
六
割
を
超
え
て
お
り
、

類
型
を
問
わ
ず
、
管
理
職
昇
進
年
齢
の
高
年
齢
化
が
一
般
的
傾
向
で
あ
る
こ
と

が
看
取
で
き
る
。
だ
が
、
そ
の
中
で
、
「
青
年
層
適
正
雇
用
企
業
」
で
は
「
だ

ん
だ
ん
若
年
化
し
て
い
る
」
と
す
る
企
業
が
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
よ

り
も
五
・
三
％
ポ
イ
ン
ト
も
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
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　　　　　　　　　　図表17管理職就任年齢の傾向

　　　　　　　合計磁轍群琵僕薦年逡騨と変わ無回答

「中高年層過剰　　100，0　　　16．8　　　　　65，1　　　　　17．2　　　　0．g
雇用企業」

朧獲1適正雇・・α・2a1　6L・　・59　L・

全体100．021，1　63．0　14．9　1．0
　　　　　　　　　図表18　望ましい管理職就任年齢

　　　　　　　　　　合計瀧郷群蕊郷高年暫を維持し無回答

「中高年層過剰雇用企業」　100．0　　69．0　　　　　0．9　　　　29．7　　　0．4

r青年層適正雇用企業」　100．0　　54．1　　　　0．7　　　44。5　　0．7

　　全体100．060、40．838．30，5
　　　　　　図表19　出向者の取り扱い

合計覆購乞て覆欝聾に毒禦聖に鷺籍写騨者がい響

％
　
％
％

12、5

24．1

20．9

28．4

23．1

23、2

22．0
3
．
9

30．6100，0

14，5

17．7

1
，
4

2
．
3

34．5

33。5

100．0

100．0

管
理
職
の
若
返
り
を
示
す
重
要
な
徴
候
で
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
最
後
に
、
望
ま
し
い
ラ
イ
ン
管
理
職
就
任
年
齢

に
つ
い
て
の
結
果
で
あ
る
図
表
1
8
を
見
よ
う
。

「
な
る
ぺ
く
若
年
化
し
た
い
」
と
す
る
企
業
が
両

類
型
に
共
通
し
て
最
も
多
く
、
こ
の
こ
と
が
現
在

の
企
業
の
共
通
の
願
望
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企

業
」
で
そ
の
願
望
が
非
常
に
強
い
こ
と
が
わ
か
る
。

他
方
で
、
「
青
年
層
適
正
雇
用
企
業
」
で
は
「
現

行
を
維
持
し
た
い
」
と
す
る
企
業
の
割
合
が
「
中

高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
よ
り
も
多
い
こ
と
も
ま

た
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
項
　
中
高
年
従
業
員
の
排
出
問
題

　
中
高
年
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
i
出
向
者
の
雇
用
取
扱

い
に
つ
い
て
図
表
1
9
を
見
る
と
、
「
中
高
年
層
過

剰
雇
用
企
業
」
で
は
「
定
年
前
に
転
籍
す
る
」
、
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　　　　　図表20　早期退職優遇制度活用による中高年の退職促進

　　　　　　　　　重点施策に　施策の一つ　今後の施策　実施の予定
　　　　　　　合計　なっている　として推進　として検討　はない　　無回答
　　　　　　　　　　　　　　　　している　　中である

r中高年層過剰100．0　　　8．6　　　　38，4　　　　34，1　　　　1g．0　　　＿
雇用企業」

r青年層適正雇100．0　　　3．1　　　　32．8　　　　33．4　　　　30．3　　　0．3
用企業」

　全体100．06．0　33．0　33．2　27．50・3

　　　　　図表21外部機関の利用による中高年社員の再就職の斡旋

　　　　　　　　　重点施策に　施策の一つ　今後の施策　実施の予定
　　　　　　合計　なっている　として推進　として検討　はない　　無回答
　　　　　　　　　　　　　　　している　　中である

「中高年層過剰100．0　　4．7　　　　15．1　　　　31．5　　　　48．3　　　0．4
雇用企業」

r青年層適正雇100．0　　1．7　　　　8．6　　　　24．8　　　　64．1　　　0．7
用企業」

　全体100．02，3　8，3　28，7　60．20．5
図表22　中高年活用の基本姿勢

　
回
　
無
答

　
の
　
そ
他

雇
な
原
い

は
し
を
た

年
持
と
し

高
維
こ
に

中
用
い
則

し
職
用
る

整
門
雇
す

調
専
て
持

金
，
し
維

賃
て
と
を

し
ど
用
る

整
来
雇
す

調
従
に
持

金
，
り
維

賃
て
お
を

の
れ
を

上
あ
用
る

向
し
雇
す

力
通
，
持

能
見
ぱ
維

　
計
　
合

2．2　3．04．3

3．1　2．1
2
．
8

2．3　3．3
2
．
3

39．2

29．7

32．7

5
．
6

9。0

7
．
6

45。7

53．4

51．7

r中高年層過　100っ
剰雇用企業」

r青年層適正　100っ
雇用企業」

　全　体　　100．0

「
定
年
と
同
時
に
転
籍
す
る
」
と

す
る
企
業
の
割
合
が
、
「
青
年
層

適
正
雇
用
企
業
」
で
は
「
原
則
と

し
て
復
帰
す
る
」
、
「
該
当
者
が
い

な
い
」
と
す
る
企
業
の
割
合
が
多

く
、
各
類
型
が
特
性
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
二
つ
の
類
型
は
中
高

年
齢
層
の
排
出
問
題
に
つ
い
て

「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
は

排
出
、
「
青
年
層
適
正
雇
用
企
業
」

は
維
持
、
と
異
な
る
特
性
を
示
す

こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
こ
の
こ
と
に
留
意
し
な
が
ら
、

現
在
の
中
高
年
齢
層
排
出
の
重
点

施
策
に
な
っ
た
感
の
あ
る
早
期
退

職
優
遇
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
の

結
果
で
あ
る
図
表
2
0
に
よ
れ
ぱ
、
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ている能カ

バソコンなどコンピュータ情報を解析斬新なアイデ外国人と交　その他

雛難用懲姦る能能霧賭晶攣離劣誰勤臨る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　欠如

　　40，9　　　　　　　　39，2　　　　　　　　16．8　　　　　　　　72．8　　　　　　　　　8．6　　　　　　　1．3

　　39，0　　　　　　　　34，8　　　　　　　　18．6　　　　　　　　63．8　　　　　　　　　8．6　　　　　　　1．4

　　39・8　　　36．7　　　17．2　　　66，7　　　8．6　　1．2

二
つ
の
類
型
に
有
意
な
差
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
で
は
「
重

点
施
策
に
な
っ
て
い
る
」
、
「
施
策
の
一
つ
と
し
て
推
進
し
て
い
る
」
の
合
計
の
割
合
が
「
青
年
層
適
正
雇

用
企
業
」
よ
り
も
一
一
．
一
％
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
お
り
、
二
つ
の
類
型
の
間
で
大
き
な
差
を
示
し
て
い

る
。
他
方
、
「
青
年
層
適
正
雇
用
企
業
」
で
は
「
実
施
の
予
定
は
な
い
」
と
す
る
企
業
の
割
合
が
三
〇
・

三
％
あ
り
、
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
と
の
間
で
は
一
〇
・
七
％
ポ
イ
ン
ト
の
大
き
な
差
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
、
ア
ウ
ト
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
業
、
人
材
銀
行
な
ど
の
外
部
機
関
の
利
用
に
よ
る
中
高
年
従
業
員
の

再
就
職
の
斡
旋
を
企
業
が
お
こ
な
う
こ
と
は
比
較
的
最
近
に
開
始
さ
れ
た
業
務
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ

い
て
の
調
査
結
果
で
あ
る
図
表
2
1
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
も
「
重
点
施
策
に
な
っ
て
い
る
」
、
「
施
策
の
一
つ

と
し
て
推
進
し
て
い
る
」
の
合
計
で
、
そ
の
数
値
自
体
は
多
く
な
い
も
の
の
、
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企

業
」
が
「
青
年
層
適
正
雇
用
企
業
」
を
九
・
五
％
ポ
イ
ン
ト
も
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま

た
、
「
実
施
の
予
定
は
な
い
」
と
す
る
企
業
が
「
青
年
層
適
正
雇
用
企
業
」
で
六
四
・
一
％
と
非
常
に
多

く
、
ま
た
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
よ
り
も
一
五
・
八
％
ポ
イ
ン
ト
も
多
い
と
い
う
有
為
な
差
を
示

し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
以
上
の
諸
点
を
総
合
す
る
と
、
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
で
は
中
高
年
従
業
員
層
に
つ
い
て
、
排

出
の
意
思
と
努
力
が
強
く
あ
ら
わ
れ
、
「
青
年
層
適
正
雇
用
企
業
」
で
は
雇
用
の
維
持
が
比
較
的
強
く
見

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
日
本
の
大
企
業
の
姿
勢
は
従
業
員

の
年
齢
構
成
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
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図表23　中高年に欠け

門
欠
専
の
な
力
的
能
礎
業
基
職
如

理
で
欠

を
識
の

化
認
力

変
7
能

境
し
る

環
解
き
如

，
如

神
欠
精
の
の
心

取
奇
進
好
　
計
　
合

7
．
8

9．7

10．0

52．2

48，6

49，6

63．8

57、9

58．9

r中高年層過剰雇用企業」　100．O

r青年層適正雇用企業」　100，0

　全　　　　　体　　　100，0

　
第
四
項
　
中
高
年
従
業
員
層
の
能
力
の
問
題

　
中
高
年
に
な
っ
て
就
業
能
力
が
低
下
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
大
き
な
間
題
で
あ

ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
企
業
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
姿
勢
と
思
想
を
持
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、

二
つ
の
類
型
を
比
較
し
て
、
そ
の
特
性
を
考
え
て
み
た
い
。
図
表
2
2
に
よ
れ
ば
、
最
も
多
い
の
は
「
能
力

向
上
の
見
通
し
が
あ
れ
ば
、
雇
用
を
維
持
す
る
」
と
す
る
回
答
で
あ
る
が
、
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」

で
は
「
青
年
層
適
正
雇
用
企
業
」
よ
り
も
、
そ
の
割
合
が
七
．
七
％
ポ
イ
ン
ト
も
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
注
意
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
に
代
っ
て
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
で
は
「
青
年
層
適
正
雇
用
企
業
」
よ

り
も
「
賃
金
を
調
整
し
た
う
え
で
、
ポ
ス
ト
に
こ
だ
わ
ら
な
い
専
門
職
と
し
て
雇
用
を
維
持
す
る
」
と
す

る
回
答
割
合
が
九
・
五
％
ポ
イ
ン
ト
も
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
中

高
年
層
に
つ
い
て
は
、
能
力
の
向
上
の
見
通
し
が
あ
れ
ぱ
中
高
年
層
の
雇
用
を
維
持
す
る
意
思
が
あ
る
け

れ
ど
も
、
そ
の
見
通
し
は
暗
そ
う
だ
か
ら
、
能
力
は
現
状
通
り
と
し
て
賃
金
制
度
を
修
正
し
て
専
門
職
と

し
て
雇
用
維
持
の
努
力
を
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
類
型
を
代
表
値
と
し
て

あ
ら
わ
れ
て
い
る
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
れ
で
は
中
高
年
層
に
欠
け
て
い
る
能
力
の
指
摘
に
つ
い
て
二
つ
の
類
型
で
ど
の
よ
う
な
特
性
が
見
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
図
表
2
3
が
そ
の
結
果
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
「
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
、
構
想
を
生
み
出
す
能
力
」
、
「
進
取
の
精
神
・
好
奇
心
」
、
「
環
境
変
化

を
理
解
し
、
認
識
で
き
る
能
力
」
と
い
う
三
つ
の
能
力
の
欠
如
を
指
摘
す
る
回
答
が
最
も
多
く
、
こ
れ
に
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図表24　従業員の自立化

　
答
　
回
　
無
で
抑
は
け
い

化
だ
た

立
る
し

自
き
制

に
い
い

題
な
た

問
れ
き

の
触
お

こ
は
で

は
に
い

上
続
な
い

以
継
し
し

歳
用
待
欲

40

期
で

か
続
な
い

ち
継
し
し

う
用
待
欲

い
雇
期
で

若
ら
に
い

　
計
　
合

雛
　
砿
　
％

1
．
7

1
．
7

2
．
2

31，0

45．2

39，0

44．8

31．7

35，5

14．2

15．2

14．6

「史直年層過　10α0
剰雇用企業」

r青年層適正　100．0
雇用企業」

　全　体　　100．0

つ
づ
い
て
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
す
る
能
力
」
、
「
パ
ソ
コ
ン
な
ど
O
A
機
器
活
用
能
力
」
な
ど
情

報
機
器
活
用
能
力
の
欠
如
を
指
摘
す
る
企
業
の
割
合
が
多
い
。
こ
の
中
で
、
情
報
機
器
活
用
能
力
の

欠
如
に
つ
い
て
は
二
つ
の
類
型
の
間
で
大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
「
中
高
年
層
過
剰
雇

用
企
業
」
で
は
「
青
年
層
適
正
雇
用
企
業
」
に
く
ら
ぺ
て
「
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
、
構
想
を
生
み
だ
す

能
力
の
欠
如
」
で
九
．
○
％
ポ
イ
ン
ト
、
「
進
取
の
精
神
・
好
奇
心
の
欠
如
」
で
五
・
九
％
ポ
イ
ン

ト
、
「
環
境
変
化
を
理
解
し
、
認
識
で
き
る
能
力
の
欠
如
」
で
は
三
・
六
％
ポ
イ
ン
ト
も
回
答
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
前
掲
の
図
表
2
2
と
関
連
さ
せ
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
と

い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
能
力
は
、
組
織
の
中
に
定
藩
し
、
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
育
成
さ
れ
、

管
理
・
監
督
者
と
し
て
第
一
線
の
業
務
か
ら
遠
ざ
か
ろ
う
と
し
て
い
る
企
業
内
中
高
年
従
業
員
に
と

っ
て
、
今
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
期
待
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
能
力
要
素
で
あ
っ
て
、
企
業
環
境
の
俄
か
な

変
化
に
よ
っ
て
強
く
要
求
さ
れ
て
も
急
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
無
理
な
要
求
能
力
で
あ
り
、

ま
た
ど
の
能
力
要
素
も
、
中
高
年
全
体
と
い
う
よ
り
も
著
し
く
個
人
差
が
見
ら
れ
る
能
力
要
素
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
で
特
に
欠
如
が
指
摘
さ

れ
る
こ
れ
ら
の
能
力
要
素
は
、
そ
れ
ら
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
上
で
「
能
力
向
上
の
見
通
し
が
あ
れ
ば

雇
用
を
維
持
す
る
」
と
さ
れ
る
と
す
れ
ぱ
、
中
高
年
層
の
間
で
は
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
の
能
力
の

向
上
の
た
め
に
企
業
が
再
教
育
訓
練
に
つ
い
て
ど
れ
ほ
ど
の
努
力
を
払
う
こ
と
に
も
依
存
す
る
け
れ

ど
も
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
個
性
あ
る
少
数
の
中
高
年
従
業
員
し
か
そ
の
雇
用
を
維
持
し
な
い
と
宣

言
さ
れ
る
に
等
し
い
と
い
う
結
論
に
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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第
五
項
　
「
終
身
雇
用
慣
行
」
の
間
題

　
終
身
雇
用
慣
行
の
問
題
に
つ
い
て
二
つ
の
類
型
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
図
表
2
4
で
定
年
ま
で
の
雇
用
を
保
障
す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
容

易
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
実
情
の
も
と
で
従
業
員
が
企
業
帰
属
か
ら
離
れ
て
自
立
化
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
を
問
う
た
結

果
を
示
し
て
い
る
。

　
図
表
2
4
に
よ
れ
ば
、
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
で
は
「
四
〇
歳
を
超
え
た
ら
、
定
年
ま
で
の
雇
用
保
障
の
困
難
さ
を
認
識
し
て
、
自

身
の
職
業
能
力
を
高
め
て
、
当
社
で
の
雇
用
継
続
に
過
大
な
期
待
を
も
た
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
」
と
す
る
回
答
が
四
四
・
八
％
と
他

の
意
見
を
圧
倒
す
る
高
い
割
合
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
く
ら
ぺ
て
「
青
年
層
適
正
雇
用
企
業
」
で
は
「
こ
の
問
題
に
は
出
来
る
だ
け
触

れ
な
い
で
置
き
た
い
」
と
す
る
回
答
が
四
五
二
一
％
を
占
め
た
。
後
者
は
日
本
の
企
業
の
今
ま
で
の
雇
用
慣
行
か
ら
一
般
的
傾
向
と
し
て

予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
回
答
だ
が
、
前
者
の
回
答
が
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
で
多
く
を
示
し
た
の
は
、
こ
の
類
型
の
特
性
と
見

て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
企
業
の
中
に
従
業
員
が
中
高
年
齢
に
達
し
た
ら
雇
用
継
続
の
意
思
を
持
た
な
い
、
い
わ
ゆ
る

「
半
身
雇
用
」
の
企
業
類
型
が
は
っ
き
り
と
姿
を
あ
ら
わ
し
た
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
こ
の
観
点
か
ら
図
表
2
4
を
見
直
し
て
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
「
半
身
雇
用
」
の
思
想
が
日
本
の
大
企
業
の
中
で
か
な
り
広
く
普

及
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
四
〇
歳
を
超
え
た
ら
、
定
年
ま
で
の
雇
用
保
障
の
困
難
さ
を
認
識
し
て
、
自
身
の
職

業
能
力
を
高
め
て
、
当
社
で
の
雇
用
継
続
に
過
大
な
期
待
を
も
た
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
す
る
回
答
と
、
「
従
業
員
は
若
い
う
ち

か
ら
、
定
年
ま
で
の
雇
用
保
障
の
困
難
さ
を
認
識
し
て
、
自
身
の
職
業
能
力
を
高
め
て
、
当
社
で
の
雇
用
継
続
に
過
大
な
期
待
を
も
た
な

い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
す
る
回
答
を
合
計
す
る
と
、
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
で
は
五
九
・
○
％
と
ほ
と
ん
ど
六
割
に
達
す
る

高
率
に
な
る
。
こ
う
な
る
と
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
の
類
型
で
は
「
半
身
雇
用
」
の
姿
が
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
わ
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ざ
る
を
え
ま
い
。
と
こ
ろ
が
、
「
青
年
層
適
正
雇
用
企
業
」
の
類
型
を
み
る
と
、
こ
の
二
つ
の
回
答
の
合
計
も
ま
た
四
六
・
九
％
の
高
率

を
示
し
て
お
り
、
前
述
の
「
こ
の
問
題
に
は
出
来
る
だ
け
触
れ
な
い
で
置
き
た
い
」
と
す
る
回
答
に
「
従
業
員
の
自
立
化
は
で
き
る
だ
け

抑
制
し
た
い
」
と
す
る
回
答
を
合
計
し
て
も
、
そ
の
比
率
を
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
青
年
層
適
正
雇
用
企
業
」
と
い

っ
て
も
、
中
高
年
層
従
業
員
の
継
続
雇
用
に
固
執
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
半
身
雇
用
」
に
親
和
性
を
も
つ
企
業
が
こ
の
類
型
の
中

に
半
数
近
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
日
本
の
大
企
業
の
中
で
は
「
半
身
雇
用
」
と
い
う
雇
用
思
想
が

成
長
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
点
を
さ
ら
に
図
表
2
5
で
立
ち
入
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
図
表
2
4
の
主
題
を
よ
り
具
体
的
に
問
う
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

設
問
順
序
で
図
表
餌
の
設
問
の
配
置
揚
所
と
は
大
き
く
離
し
た
と
こ
ろ
で
、
図
表
2
4
で
「
従
業
員
は
四
〇
歳
を
超
え
た
ら
当
社
で
の
雇
用

継
続
に
過
大
な
期
待
を
も
た
な
い
で
ほ
し
い
」
と
す
る
点
を
図
表
2
5
で
は
四
五
歳
、
五
〇
歳
の
年
齢
区
分
を
置
き
、
こ
れ
に
「
「
四
五
歳

以
下
で
も
転
職
先
を
求
め
て
も
ら
う
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
「
定
年
ま
で
勤
め
て
欲
し
い
と
思
う
」
を
設
間
と
し
て
配
置
し
て
あ
る
。

　
図
表
2
5
に
よ
れ
ぱ
、
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
で
は
「
定
年
ま
で
勤
め
て
ほ
し
い
」
と
す
る
企
業
は
二
四
ニ
ハ
％
と
四
分
の
一
に

過
ぎ
ず
、
「
五
〇
歳
を
超
え
た
ら
転
職
先
を
求
め
て
ほ
し
い
」
と
す
る
割
合
が
四
六
・
一
％
と
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
い
わ

ゆ
る
「
半
身
雇
用
」
の
雇
用
継
続
の
年
齢
限
度
は
五
〇
歳
ま
で
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
加
え
て
、

四
〇
歳
ま
た
は
そ
れ
以
下
と
す
る
回
答
の
割
合
も
七
・
七
％
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
「
青
年
層
適
正
雇
用
企
業
」

で
は
「
定
年
ま
で
勤
め
て
ほ
し
い
」
と
す
る
企
業
の
割
合
が
三
七
・
九
％
と
四
割
近
く
に
及
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
で
も
図
表
2
4
で
み
た
状

況
と
同
じ
よ
う
に
、
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
の
類
型
の
特
性
と
著
し
く
異
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
程
度
が
な
だ
ら
か
で
あ
る

に
過
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
と
同
じ
よ
う
に
、
「
五
〇
歳
を
超
え
た
ら
転
職
先
を
求
め
て
ほ
し
い
」
と
す
る

回
答
の
割
合
が
三
六
・
六
％
と
高
く
、
ま
た
、
四
〇
歳
ま
た
は
そ
れ
以
下
で
と
す
る
回
答
の
割
合
も
八
・
三
％
と
、
「
中
高
年
層
過
剰
雇
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　　　　　　　　　　　　図表25従業員の転職

　　　　　　　　40歳を超え45歳を超え50歳を超え40歳以下で定年まで勤無回
　　　　　合計たら転職がたら転職がたら転職がも転職が望めてほしい答
　　　　　　　　望まし　　望ましい　望ましい　　ましい

菊騰翻1・α・ふ・　1＆5　4α・　生7　246ふ・

講踊正・・α・銑・　・4・　366　52　3λ9ふ・

　全体100．04．0　15．6　37．8　4．3　34．04．3

用
企
業
」
と
ほ
と
ん
ど
異
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

は
、
二
つ
の
類
型
で
有
意
の
差
は
あ
る
も
の
の
、

示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
こ
と
は
中
高
年
従
業
員
の
雇
用
継
続
に
つ
い
て

類
型
の
性
質
が
全
く
異
な
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
を

　
第
六
項
「
半
身
雇
用
」
の
確
立

　
こ
の
調
査
の
最
大
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
上
場
企
業
（
従
業
員
三
百
人
以
上
に
限
定
）
、
未
上
揚
企
業

（
従
業
員
千
人
以
上
）
に
お
け
る
終
身
雇
用
慣
行
維
持
企
業
が
ど
れ
ほ
ど
の
割
合
で
あ
ろ
う
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
次
の
二
つ
の
設
問
に
つ
い
て
の
回
答
の
ク
ロ
ス
を
求
め
た
。

「
9
二
〇
（
雇
用
施
策
の
基
本
理
念
）

　
従
業
員
の
高
齢
化
、
ポ
ス
ト
不
足
が
進
み
、
人
材
の
高
い
変
化
適
応
能
力
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
貴

社
で
は
雇
用
施
策
の
基
本
理
念
と
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
で
す
か
。
以
下
の
中
か
ら
最
も
近

い
も
の
を
一
つ
だ
け
選
び
番
号
に
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。

　
一
、
全
員
の
定
年
ま
で
の
雇
用
保
障
は
無
理
だ
か
ら
、
当
社
で
は
一
般
的
に
事
実
上
の
雇
用
は
何
歳

　
　
ま
で
だ
と
い
う
上
限
年
齢
を
基
本
施
策
と
し
て
も
つ
べ
き
で
あ
る
。
（
い
わ
ゆ
る
企
業
グ
ル
ー
プ

　
　
に
ょ
る
雇
用
保
障
の
場
合
を
除
く
）

　
二
、
全
員
の
定
年
ま
で
の
雇
用
保
障
は
無
理
だ
か
ら
、
当
社
で
は
一
般
的
に
事
実
上
の
雇
用
は
何
歳

　
　
ま
で
だ
と
い
う
上
限
年
齢
を
従
業
員
に
明
示
す
べ
き
だ
と
思
う
。
（
い
わ
ゆ
る
企
業
グ
ル
ー
プ
に

　
　
ょ
る
雇
用
保
障
の
揚
合
を
除
く
）
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三
、
全
員
の
定
年
ま
で
の
雇
用
保
障
は
無
理
だ
か
ら
、
当
社
で
は
一
般
的
に
事
実
上
の
雇
用
は
何
歳
ま
で
だ
と
い
う
上
限
年
齢
を
新
入

　
　
社
員
に
明
示
す
べ
き
だ
と
思
う
。
（
い
わ
ゆ
る
企
業
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
雇
用
保
障
の
揚
合
を
除
く
）

　
四
、
全
員
の
定
年
ま
で
の
雇
用
保
障
を
ぜ
ひ
と
も
守
り
た
い
。
（
い
わ
ゆ
る
企
業
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
雇
用
保
障
の
揚
合
を
除
く
。
）

　
五
、
そ
の
他
（
具
体
的
に
”
　
　
）
」

「
9
七
（
従
業
員
の
転
職
）

　
新
卒
採
用
の
正
規
常
用
従
業
員
の
勤
続
に
対
す
る
姿
勢
と
し
て
、
貴
社
で
望
ま
し
い
と
考
え
る
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。
次
の
中
か
ら
あ

て
は
ま
る
も
の
を
一
つ
だ
け
選
び
、
番
号
に
○
を
つ
け
て
下
さ
い
。

　
一
、
市
揚
環
境
の
変
化
、
構
造
転
換
が
激
し
く
進
ん
で
い
る
の
で
、
四
〇
歳
を
超
え
た
ら
転
職
先
を
求
め
て
も
ら
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
二
、
市
揚
環
境
の
変
化
、
構
造
転
換
が
激
し
く
進
ん
で
い
る
の
で
、
四
五
歳
を
超
え
た
ら
転
職
先
を
求
め
て
も
ら
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
三
、
市
揚
環
境
の
変
化
、
構
造
転
換
が
激
し
く
進
ん
で
い
る
の
で
、
五
〇
歳
を
超
え
た
ら
転
職
先
を
求
め
て
も
ら
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
四
、
市
揚
環
境
の
変
化
、
構
造
転
換
が
激
し
く
進
ん
で
い
る
の
で
、
四
〇
歳
以
下
で
も
転
職
先
を
求
め
て
も
ら
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
五
、
経
済
情
勢
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
旦
わ
が
社
に
就
職
し
た
ら
定
年
ま
で
勤
め
て
欲
し
い
と
思
う
。
」

　
9
二
〇
は
雇
用
施
策
に
つ
い
て
の
企
業
の
基
本
理
念
に
つ
い
て
の
設
問
で
あ
る
。
こ
の
設
問
に
つ
い
て
選
択
肢
の
一
ー
三
を
「
社
員
全

員
の
定
年
ま
で
の
雇
用
保
障
は
無
理
で
あ
る
」
、
四
を
「
社
員
全
員
の
定
年
ま
で
の
雇
用
保
障
を
ぜ
ひ
と
も
守
り
た
い
」
と
し
て
整
理
し
、

そ
の
上
で
9
七
の
従
業
員
の
転
職
に
つ
い
て
選
択
肢
の
一
－
四
を
「
市
揚
環
境
の
変
化
、
構
造
転
換
が
激
し
く
進
ん
で
い
る
の
で
定
年
前

に
自
発
的
に
転
職
し
て
い
っ
て
欲
し
い
」
、
五
を
「
一
旦
わ
が
社
に
就
職
し
た
ら
定
年
ま
で
勤
め
て
欲
し
い
」
と
し
て
整
理
し
て
、
そ
の

ク
ロ
ス
回
答
結
果
を
求
め
た
。
図
表
2
6
が
そ
の
結
果
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
図
表
2
6
に
よ
れ
ば
、
全
社
員
に
つ
い
て
定
年
ま
で
の
雇
用
保
障
を
ぜ
ひ
守
り
た
い
と
考
え
、
全
社
員
に
対
し
て
、
経
済
情
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図表26　終身雇用維持企業の割合（大企業222社1987年，％）

　　　　期待

策

いったんわが社に就職し 計

全社員の定年まで
雇用保証を企業
でぜひ守りたい

32．9 33．3 66．2

全社員の定年まで
雇用保証は無理

5
．
4

28．4 33．8

計 38．3 61．7 100．0

勢
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
っ
た
ん
わ
が
社
に
就
職
し
た
ら
定
年
ま
で
勤
め
て
欲
し
い
と

期
待
す
る
企
業
が
「
終
身
雇
用
維
持
企
業
」
で
あ
ろ
う
。
そ
の
企
業
は
三
二
・
九
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
状
況
に
も
と
づ
い
て
労
働
省
政
策
調
査
部
産
業
労
働
課
が
、
所
管
す
る

雇
用
管
理
調
査
に
お
い
て
、
こ
の
結
果
に
関
心
を
持
ち
、
わ
れ
わ
れ
の
調
査
よ
り
も
は
る
か

に
大
規
模
で
同
一
趣
旨
の
設
問
を
昭
和
六
三
年
度
に
設
け
た
。
そ
の
結
果
は
図
表
2
7
に
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
り
で
あ
る
。

図表27今後の労務管理に関する意識　（％）

採用 ・人事基本的考え方
全
終重 終こ どな

身視 身だ ちい 不

企業規模 企 雇す 雇わ ら
用る 用ら と

慣 慣な も

業 行 行い ヤ、 明
を に え

計 100．0 19．1 39．9 30．5 10．4

5，000人以上 100．0 44．0 32．0 23．1
0
．
9

13000～4，999人 100．0 29．6 39．1 29．4
1
．
9

300～999人 100．0 26．8 41．1 29．O
3
．
2

100～299人 100．0 20．4 41．2 31．4
7
．
0

30－　99人 100．0 17．7 39．5 30．5 12．4

労働省r昭和63年雇用管理調査結果速報」昭和63年7月

　
図
表
2
7
に
よ
れ
ば
、
「
終
身
雇

用
慣
行
」
を
重
視
す
る
企
業
は
全

体
の
一
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ

で
、
五
千
人
以
上
雇
用
企
業
で
は

四
四
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
千
人
－

五
千
人
未
満
雇
用
企
業
で
は
二

九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
結
果

に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
結

果
に
つ
い
て
千
人
以
上
雇
用
企
業

と
し
て
一
括
し
、
そ
の
回
答
企
業
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図表28経済同友会昭和63年r年頭見解」（1月30日発表）

　経営組織の革新

　企業は，経営環境の変化に対して，人の採用・処遇，組織などの面

での革新にも取り組まねぱならない。

　技術の高度化，需要のソフト化・サービス化，多様化・個性化・短

命化，さらには経営の国際化などの変化に柔軟に対応していくために

は，採用におけるr新卒一括採用」，採用後のr終身雇用」，r年功賃

金」，rピラミッド型の経営」は部分的に修正せざるをえない。こうし

た変化に対応するには，rスカウト型の採用」，採用後のr流動化」r能

力給化」，さらには組織面でもrネットワーク型組織」を積極的に取り

入れていく必要がある。従来のピラミッド型経営にこうしたネットワ

ーク型経営が加わることにより，日本独自といわれた日本的経営も次

第に変容し，いわゆる“経営の国際化”へとつながっていくことにな

ろう。

数
全
体
に
つ
い
て
再
集
計
す
れ
ば
三
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
、
わ
れ
わ
れ

の
調
査
結
果
と
ほ
と
ん
ど
等
し
い
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
全
体
と
し
て
み

れ
ば
、
千
人
以
上
雇
用
の
大
企
業
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
そ
の
三
分
の
一
が
や

っ
と
「
終
身
雇
用
維
持
企
業
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
態
と
し
て
「
半
身

雇
用
」
は
こ
こ
ま
で
到
達
し
た
か
、
と
い
う
感
が
深
い
。

　
こ
の
調
査
結
果
が
生
じ
た
一
九
八
八
年
は
「
半
身
雇
用
」
に
つ
い
て
記
念
す

ぺ
き
年
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
こ
の
年
の
一
月
の
「
年
頭
見
解
」
で
、
経
済

同
友
会
が
図
表
2
8
の
見
解
を
発
表
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
日
本
の
大
企
業
経
営
者
は
自
身
の
意
思
決
定
に
よ
っ
て
「
終
身
雇

用
」
か
ら
「
雇
用
の
流
動
化
」
へ
の
転
換
を
文
書
に
よ
っ
て
外
に
向
っ
て
公
け

に
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
は
大
き
い
。
こ
の
経
営
者
の
公
式
発
表
は

経
済
同
友
会
が
会
員
に
対
し
て
行
っ
た
図
表
2
9
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
明

確
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
経
済
同
友
会
の
会
員
経
営
者
の
八
ニ

パ
ー
セ
ン
ト
が
「
終
身
雇
用
制
の
崩
壊
」
が
「
進
む
」
と
答
え
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
日
本
の
大
企
業
経
営
者
が
現
在
で
は
、
社
員
の
終
身
雇
用

36

慣
行
を
維
持
す
る
意
欲
が
な
い
こ
と
を
明
白
に
す
る
証
拠
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
調
査
の
重
要
な
意
義
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。



　r半身雇用」の確立とr団塊の世代」の意義

　　　　　　　　　　　　　図表29　従業員について

　　　　　　　　　　　　　　　口非常に進む國やや進む口進まない　目むしろ逆

　　　　　　　　　　　　　　　　0　　20　40　60　80　100（％）

賃金の企業間格差の拡大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　23　　　　　　　71　　　　　　　　6
能力給化の進展
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33　　　　　　　　64　　　　　　3
エリート、ノンエリートの二極化
　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　40　　　　　　　　54　　　　　2
有能な女性の職場進出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　25　　　　　　　　71　　　　　　　4
パート、外注委託の増大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36　　　　　　　　　60　　　　　4
外国人労働力の導入
　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　57　　　　　　　　39　　　1
終身雇用制の崩壊　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　12　　　　　　　70　　　　　　　　18
若年の労働意欲の低下
　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　61　　　　　　　　30　　1

出典＝（社）経済同友会r日本経済の畏期トレンドと企業経営に関するアンケート」調査結果概要　61年10月

　
第
七
項
　
世
代
交
代
の
姿
勢

　
以
上
、
日
本
の
大
企
業
に
お
け
る
中
高
年
従
業
員
に
つ
い
て
の
、
こ
れ
か
ら
の

経
営
環
境
に
向
け
て
の
能
力
の
致
命
的
欠
如
の
指
摘
を
観
察
し
、
さ
ら
に
従
来
の

「
終
身
雇
用
慣
行
」
か
ら
一
転
し
て
五
〇
歳
ま
で
の
「
半
身
雇
用
」
の
姿
勢
を
取

る
よ
う
に
な
っ
た
傾
向
を
見
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
観
察
は
一
体
何
を
示
唆
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
一
つ
と

し
て
図
表
3
0
を
手
が
か
り
と
し
て
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

　
図
表
3
0
は
経
営
戦
略
遂
行
の
基
幹
的
人
材
と
題
し
て
「
今
後
の
厳
し
い
環
境
下

で
の
生
き
残
り
戦
略
を
遂
行
す
る
中
心
と
な
っ
て
い
く
人
材
は
貴
社
で
は
ど
の
年

齢
層
の
社
員
で
す
か
」
と
、
基
幹
的
人
材
の
年
齢
の
層
別
化
に
つ
い
て
の
回
答
を

求
め
た
結
果
を
示
し
て
い
る
。

　
図
表
3
0
に
よ
れ
ぱ
、
「
青
年
層
適
正
雇
用
企
業
」
で
は
「
団
塊
の
世
代
の
活
性

化
に
期
待
を
か
け
る
」
と
す
る
回
答
が
五
三
・
四
％
と
圧
倒
的
に
高
い
割
合
を
示

し
て
い
る
。
「
青
年
層
適
正
雇
用
企
業
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
三
〇
～
三
四

歳
層
の
雇
用
量
が
適
正
で
あ
る
と
す
る
企
業
の
集
ま
り
で
あ
る
。
こ
の
「
青
年
層

適
正
雇
用
企
業
」
の
類
型
に
お
い
て
、
こ
の
年
齢
層
に
つ
づ
く
、
現
在
、
三
〇
歳

代
後
半
の
年
齢
層
に
当
た
る
団
塊
の
世
代
を
戦
略
遂
行
の
中
心
世
代
に
し
た
い
と
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図表30経営戦略遂行の基幹的人材として最も重視する世代

　　合計灘儲雫団塊の世代中高年層新人類世代無回答

9
．
1

1
．
4

2．2

15．1

3
，
8

3．2

21、6

11．4

11，4

21．1

53．4

54．7

33．2

30．0

28．5

　232
100．0

　290
100．0

100．0

い
う
こ
と
は
、
こ
の
「
青
年
層
適
正
雇
用
企
業
」
で
は
、
三
〇
歳
代
を
中
心
と
し
て
従
業
員
の
世
代
交
代

を
図
り
た
い
と
す
る
企
業
の
姿
勢
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
「
青

年
層
適
正
雇
用
企
業
」
の
類
型
に
お
い
て
、
「
全
面
的
な
世
代
交
代
を
行
い
、
三
〇
歳
台
お
よ
び
そ
れ
以

下
の
層
に
任
す
」
と
い
う
、
従
来
の
組
織
の
年
齢
別
秩
序
か
ら
み
れ
ぱ
、
や
や
極
端
な
選
択
股
を
選
ん
だ

企
業
の
割
合
が
三
〇
・
○
％
の
多
さ
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
せ
れ
ば
、
決
し
て
架
空
の
推
測
で
は

あ
る
ま
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
「
青
年
層
適
正
雇
用
企
業
」
に
お
い
て
、
「
中
高
年
層
を
第
一

線
と
し
て
活
用
し
て
い
く
」
と
す
る
企
業
の
割
合
が
一
一
・
四
％
と
一
割
強
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て

傍
証
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
視
点
か
ら
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
の
類
型
を
み
ょ
う
。
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
で

は
「
中
高
年
層
を
第
一
線
と
し
て
活
用
し
て
い
く
」
と
す
る
割
合
が
二
一
・
六
％
と
「
青
年
層
適
正
雇
用

企
業
」
の
揚
合
に
く
ら
べ
て
約
二
倍
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
割
合
が
特
に
多
い
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
よ
り
も
、
「
全
面
的
な
世
代
交
代
を
行
い
、
三
〇
歳
台
お
よ
び
そ
れ
以
下
の
層
に
任
す
」
と
す

る
割
合
が
三
三
．
二
％
と
三
分
の
一
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
「
そ
れ
以
下
の
層
」
と
し
て
の
「
二
〇
歳

台
（
い
わ
ゆ
る
新
人
類
世
代
）
の
活
用
を
最
重
視
す
る
」
と
す
る
回
答
を
加
え
る
と
四
八
・
三
％
と
ほ
と

ん
ど
半
分
に
達
す
る
こ
と
を
考
え
合
せ
れ
ば
、
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
の
類
型
は
「
青
年
層
適
正

雇
用
企
業
」
よ
り
も
一
層
進
ん
だ
世
代
交
代
へ
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
検
討
に
よ
れ
ぱ
、
経
営
戦
略
遂
行
の
た
め
の
基
幹
的
人
材
と
し
て
現
在
の
中
高
年
層
に
中
心
を

置
く
の
で
は
な
く
、
「
中
高
年
層
過
剰
雇
用
企
業
」
ほ
ど
、
「
半
身
雇
用
」
の
姿
勢
を
取
り
な
が
ら
、
三
〇
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歳
台
お
よ
び
そ
れ
以
下
の
年
齢
層
へ
と
中
心
を
移
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
企
業
の
既
存
の
人
材
の
中
で
の
世
代
交
代
を

行
い
た
い
と
す
る
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
調
査
の
結
果
の
一
つ
の
成

果
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
全
体
と
し
て
は
、
そ
の
五
四
・
七
％
が
「
団
塊
の
世
代
」
を
基
幹
人
材
と
し
て
最
も
重
視
す
る
と
答
え
て
い
る
こ
と
に
注

目
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
で
に
「
は
じ
め
に
」
で
述
ぺ
た
よ
う
に
、
「
団
塊
の
世
代
」
は
今
で
は
四
〇
歳
台
に
入
っ
た
。
そ
こ
で
、
改
め

て
「
団
塊
の
世
代
」
に
つ
い
て
次
章
以
下
で
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

第
二
章
　
「
団
塊
の
世
代
」
の
社
会
的
存
在
の
意
義

r半身雇用」の確立とr団塊の世代」の意義

第
一
節
　
「
団
塊
の
世
代
」
の
出
生
と
成
育

　
人
間
は
所
与
の
社
会
環
境
に
お
い
て
一
回
限
り
の
人
生
を
自
身
で
生
き
抜
い
て
い
く
存
在
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
社
会
的
な
世
代
論
が

成
立
す
る
為
に
は
、
あ
る
特
定
の
期
間
に
生
ま
れ
た
人
々
が
社
会
的
存
在
と
し
て
共
通
の
体
験
を
持
ち
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
共
通
の
体
験

が
そ
れ
ら
の
人
々
に
共
通
の
社
会
的
意
識
を
持
た
せ
、
そ
の
意
識
に
よ
っ
て
共
通
の
社
会
的
行
動
様
式
を
と
ら
せ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

が
実
証
さ
れ
ね
ぱ
な
る
ま
い
。
そ
れ
ら
の
人
々
が
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
世
代
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
青
少
年
期
以
後
の
生

涯
に
つ
い
て
実
証
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
か
ら
、
現
在
三
〇
歳
台
後
半
期
で
あ
る
「
団
塊
の
世
代
」
の
場
合
に
は
、
ま
だ
そ
の
世
代
論
は
終

ら
な
い
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
「
団
塊
の
世
代
」
が
今
ま
で
に
日
本
の
社
会
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
一
回
限
り
の
特
殊
な
体
験
を
経
過
し
て
き
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図表31　団塊の世代の両親は大正ヒトケタ出生

　　　　　　　　　　ノ
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出典：厚生省「人口動態統計」・世代別結婚件数年次別推移

た
か
と
い
う
こ
と
を
取
り
上
げ
、
そ
の
こ
と
か
ら
ど
の
よ
う
な
世
代
特
性
が
指
摘

で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
以
下
で
は
、
そ
の
特

殊
な
体
験
の
項
目
を
列
挙
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
第
一
項
　
大
正
ヒ
ト
ケ
タ
世
代
を
両
親
と
す
る
大
量
の
出
生
者
（
団
塊
と
し
て

　
　
　
　
　
の
出
生
）

　
図
表
3
1
で
見
る
よ
う
に
、
昭
和
二
二
年
～
二
四
年
生
ま
れ
（
団
塊
の
世
代
）
の

両
親
で
最
も
多
い
の
は
大
正
ヒ
ト
ケ
タ
出
生
者
（
図
表
3
2
を
参
照
）
で
あ
っ
て
、

そ
の
理
由
は
大
戦
と
い
う
両
親
の
一
回
限
り
の
体
験
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ

ま
い
。
大
戦
後
の
平
和
の
到
来
に
よ
る
慌
し
い
出
産
が
こ
の
年
齢
層
を
「
団
塊
」

た
ら
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
二
二
年
～
二
四
年
出
生
者
は
そ
の
人
数
が
際
だ
っ
て
多
数
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
年
齢
層
を
含
む
五
歳
刻
み
の
年
齢
別
人
口
構
成
の
推

移
を
図
表
3
3
で
見
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
図
表
3
3
で
枠
で
示

し
た
の
が
こ
の
世
代
で
あ
っ
て
、
昭
和
二
五
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
ど
の
年

に
お
い
て
も
そ
の
割
合
が
最
も
大
き
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
傾
向
は
こ
の
年
齢
層
の
死
ま
で
続
く
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
も
う
輔
つ
、

急
い
で
指
摘
し
て
お
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
年
齢
層
に
一
足
先
行
す
る

40



年
齢
層
が
昭
和
三
〇
年
以
降
か
ら
次
第
に
そ
の
割
合
を
高
め
て
き
て
お
り
、
昭
和
五
〇
年
以
降
に
な
る
と
、
そ
の
大
き
さ
で
一
段
と
こ
の

年
齢
差
を
縮
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
勤
労
者
と
し
て
は
直
近
の
先
輩
層
が
こ
の
年
齢
層
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
要
因
が
強
ま
っ

て
き
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

r半身雇用」の確立とr団塊の世代」の意義

図表32現存サラリーマンの世代区分

世代名 世代区分 世代の原体験

旧 1 戦前世代 欧米文化の吸収

世
1915（大正4）年生まれ以前 大日本帝国の思想

〔 大正デモクラシー
代
（

家制度，軍隊経験

戦
前 H 戦中世代 戦争一色の青少年期

■ 1916（大正5）年～ 戦後民主主義の劇的経験
戦
中
、
1930（昭和5）年生まれ

派
連 皿 戦後世代 戦時中の疎開

A
e

1931（昭和6）年～ 戦後焼跡の青少年期

1945（昭和20）年生まれ 純粋戦後教育世代

w 団塊の世代 戦後ペビーブーム世代

新
1946（昭和21）年～ 高度成長の青少年期

1950（昭和25）年生まれ’ 大学紛争

V モラトリアム世代 テレビっ子世代

世
1951（昭和26）年一 高度成長から石油危機

1959（昭和34）年生まれ の青年時代

三無主義，シラケの世代

代 w 新人類世代 感覚派世代

一960（昭和35）年生まれ以降 豊かさが当然

共通1次試験

出典：津田真徴編著「新世代サラリーマンの生活と意見」東洋経済新報社，昭62

　
と
は
い
え
、
こ
の
年
齢
層
は
現
在
で
は

三
〇
歳
後
半
か
ら
四
〇
歳
台
に
入
り
つ
つ

あ
る
の
だ
が
、
図
表
3
4
で
見
る
よ
う
に
、

わ
ず
か
三
年
で
七
一
〇
万
人
に
な
る
と
い

う
、
現
在
で
も
突
出
し
て
多
い
年
齢
層
に

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
年
齢
層
を

両
親
と
す
る
「
団
塊
の
二
世
」
が
今
や
労

働
力
人
口
に
入
っ
て
き
つ
つ
あ
る
こ
と
が

図
表
糾
で
読
み
取
ら
れ
よ
う
。

第
二
項
　
二
部
授
業
の
小
学
校
の
世
代

　
こ
の
世
代
が
社
会
意
識
を
持
つ
最
初
の

契
機
は
小
学
校
の
二
部
授
業
で
あ
っ
た
。

小
学
校
入
学
は
昭
和
二
九
年
か
ら
開
始
さ

れ
る
の
だ
が
、
図
表
3
5
が
そ
の
増
加
ぶ
り
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図表33　日本の5歳別人口構成　　　　　　　　（％

　年齢
区分 0～

歳
5～

歳
10創
14歳
15～
19歳
20～
24歳
25～
29歳
30～
34歳
35～
39歳
40～
44歳
45歳
以上
計

昭20 12．8 11．9 12．0 10．9
7
．
6

6．1 6．2

6
．
0

5
．
7

20．8 100．0

昭25 國 11．4 10．5 10．3 9．3

7
．
4

6
．
3

6．1

5
．
4

19．8 100．0

昭30 10．4 國 10．7
9
．
7

9
．
4

8
．
5

6．9

5
．
7

5
．
5

22．9 100．0

昭35
8
．
0

9．9 國 10．0
8
．
9

8
．
8

8
．
0

6
．
5

5
．
4

22．7 100．0

昭40
8
．
3

8
．
0

9
．
3

1
豆
コ

9
．
2

8
．
5

8
．
4

7
．
6

6
．
1

23．8 100．0

昭45
8
．
5

7
．
9

7
．
6

8
．
8 1璽

8
．
7

8
．
1

7
．
9

7
．
1

25．2 100．O

昭50
8
．
9

8
．
0

7
．
4

7
．
1

8
．
1

図
8
．
3

7．5
7
．
3

27．8 100．0

昭55
7
．
3

8
．
6

7
．
7

7
．
1

6．7

7
．
7

図 7．9

7
．
1

30．7 100．0

昭60
6
．
2

7
．
0

8
．
3

7
．
4

6．8 6．5
7
．
5

團
7
．
5

33．9 100．0

備考：口は団塊の世代を主構成とする年齢層
出典＝総務庁統計局

を
端
的
に
伝
え
て
い
る
。
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
、
午
前
・
午
後
の
二
部
授
業
、

給
食
の
開
始
と
い
う
な
か
だ
っ
た
が
、
教
科
書
不
足
は
な
か
っ
た
。

　
教
育
環
境
は
よ
く
な
か
っ
た
が
、
先
生
の
中
に
は
教
育
に
情
熱
を
持

っ
た
先
生
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
若
干
の
例
を
引
用
し
て
見

よ
う
。
「
三
年
生
の
時
に
、
教
室
で
、
民
主
主
義
の
世
の
中
に
な
っ
た
、

日
本
は
戦
争
を
永
久
放
棄
し
た
の
だ
、
と
教
師
が
語
っ
た
の
を
非
常
な

希
望
を
も
っ
て
聞
い
た
。
こ
の
時
、
あ
ま
り
に
も
強
い
希
望
を
抱
い
て

し
ま
っ
た
の
で
そ
の
後
、
次
々
に
機
会
あ
る
ご
と
に
裏
切
ら
れ
て
い
く

感
じ
が
し
て
、
許
せ
な
い
気
持
ち
に
陥
っ
た
。
」
（
β
の
さ
ん
、
女
性
）
、

「
教
師
は
戦
後
の
民
主
主
義
へ
の
希
望
を
強
く
も
っ
て
い
た
に
違
い
な

い
し
、
そ
の
教
師
へ
の
感
動
は
大
き
か
っ
た
。
」
（
H
・
ω
さ
ん
、
男
性
）
、

『
わ
が
世
代
・
昭
和
二
十
二
年
生
ま
れ
』
（
河
出
書
房
、
昭
和
五
三
年
）
。

こ
れ
ら
の
教
師
の
多
く
は
二
〇
歳
台
の
大
正
フ
タ
ケ
タ
生
ま
れ
で
あ
っ

て
、
「
団
塊
の
世
代
」
の
両
親
と
は
異
な
る
社
会
意
識
を
持
っ
て
い
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
項
　
工
業
化
社
会
の
経
済
成
長
過
程
の
世
代

「
団
塊
の
世
代
」
の
両
親
た
ち
は
「
戦
中
世
代
」
と
し
て
、

戦
前
世
代
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r半身雇用」の確立とr団塊の世代」の意義

　　　　図表34現在の年齢別人口構成（昭和61年，総務庁統計局）

昭和19年出生一一一一一一一一一

191．7万

〆190．87

「団塊の世代」昭和22～24年出生 37歳38歳

　　転2
～202．K189．5万

　　丁日”一一曹一一一一一一卿
　曹

人類世代

〆192．4フ

198．3

r団塊2世の世代」　昭和46～49年出生
15歳14歳
　　←203
3歳←206

12歳 　駅203＼192．7兀

　転218．6方人

～2024万人

←203．5万人

駅203．b万人
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図表35小学校入学者数の推移

260
250
240
230
220
210
200
190
180
170
160
150
140
130

〃
3
7
年

〃
3
6
年

〃
3
5
年

〃
3
4
年

〃
3
3
年

〃
3
2
年

〃
3
1
年

〃
3
0
年

〃
2
9
年

〃
2
8
年

〃
2
7
年

〃
2
6
年

昭
和
2
5
年

万人

と
共
に
、
戦
後
の
経
済
再
建
・
工
業
化
の
中
心
世
代
と
し
て
働
い
た
。
そ
し

て
図
表
3
6
で
見
る
よ
う
に
、
社
会
を
貧
困
か
ら
離
脱
に
導
い
て
い
っ
た
。

「
団
塊
の
世
代
」
は
こ
の
両
親
た
ち
の
努
力
の
中
で
急
速
に
生
活
の
向
上
を

体
験
し
て
い
っ
た
。
昭
和
二
八
年
に
は
N
H
K
が
T
V
を
開
局
し
、
三
四
年

に
は
民
放
T
V
が
開
局
、
三
五
年
に
は
カ
ラ
ー
T
V
が
登
場
し
た
。
三
九
年

に
は
東
京
都
の
高
速
道
路
が
開
通
し
始
め
、
東
海
道
新
幹
線
が
営
業
を
開
始

し
た
。
こ
の
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
、
四
〇
年
に
は
「
緑
の
窓
口
」

が
開
設
さ
れ
る
。
「
団
塊
の
世
代
」
は
小
学
校
、
中
学
、
高
校
（
進
学
率
六

七
～
七
一
％
）
と
進
学
す
る
に
つ
れ
て
生
活
の
豊
か
さ
を
体
験
し
て
い
っ
た

が
、
そ
れ
と
共
に
急
速
な
工
業
化
の
歪
み
を
も
知
っ
て
い
っ
た
。
太
平
洋
ベ

ル
ト
地
帯
へ
の
工
業
集
積
と
都
市
化
に
よ
る
過
密
化
、
日
本
海
側
地
帯
の
過

疎
化
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
禍
（
昭
和
三
七
年
）
に
始
ま
る
公
害
問
題
、
企
業
批

判
の
頻
発
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
（
図
表
3
7
の
年
表
を
参
照
）
。

　
第
四
項
　
高
学
歴
化
と
受
験
戦
争

　
大
正
ヒ
ト
ケ
タ
世
代
の
急
速
な
被
用
者
化
の
進
行
は
「
団
塊
の
世
代
」
の

両
親
た
ち
に
学
歴
の
社
内
に
お
け
る
高
い
尊
重
度
を
教
え
、
両
親
は
子
供
で

あ
る
「
団
塊
の
世
代
」
に
高
学
歴
化
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
数
が
多
い
こ
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図表37　団塊の世代の青少年期

団塊の世
代の年齢 世　　　　界 国　　　　内 青少年関係
と年代

イギリス，西ドイツで サリドマイド睡眠薬奇 小・中学校に全国一斉

核兵器禁止大行進 形児問題化 学カテスト実施ノTV
昭和37 アメリカ，ベトナム戦 社会党，江田ビジ目ン 受信1000万突破
（1962）年

争介入を公式に認める 論争 日紡貝塚，世界選手権、
13～15歳

アメリカ・ソビエト， 港湾労組24時間スト， （バレーボール）

キューバのソビエトミ 炭労，石炭政策で非常 r青田刈り」rスモツグ」

サイル基地建設紛争 事態宣言 r無責任時代」r人づく

新産業都市建設促進法 り」の言葉の流行

公布

アメリカ，人種差別反 池田内閣，米原潜の日 能研テスト高校生実

対デモ，ケネディ大統 本寄港申し入れに原則 施，反対運動
昭和38

領暗殺 的同意 プ・バンガス利用家庭
（1963）年

南ベトナム，クーデタ 日ソ貿易協定調印 が都市ガス利用よりも
14～16歳

一，ゴ・ジン・ジェム 衆議院選挙（自民283， 増加

大統領殺害 社会144，民社23，共産 r押し屋」，「バカンス」，

韓国，朴大統領就任 5） r流通革命」，r昔ガリ

ヒッピーの運動活発化 最高裁，松川事件全員 勉いま録勉」の言葉

の風潮 無罪，砂川事件全員有 革マル派全学連結成

罪判決

パナマ，反米闘争高揚 東京オリンビック 文部省r道徳教育指導

キプロス，ギリシャ， IMF8条国移行，OE一 資料」発表
昭和39

トルコ住民衝突 CD加盟，総評4．17ス 東海道新幹線開業
（1964）年

韓国，日韓会談反対， ト，共産党反対運動， 東京都内高速道路1，4
15削17歳 大統領退陣要求の学生 池田・太田会談でスト 号線開通

運動激化 中止 rウルトラC」r根性」

ラオス，内戦激化 共産党内紛，志賀義雄 rオレについてこい」

アメリカ，バークレー ら除名 「シェー」の言葉流行

学生紛争（60年代米学 佐藤内閣成立

生運動の始まり） 原潜佐世保入港反対デ

ソビエト，フルシチョ モ

フ第1書記辞任
中国，最初の原爆実験

アメリカ，継続的な北 佐藤首相，アメリカの 中央教育審議会r期待

ベトナム爆撃を開始 北爆を支持 される人闇剥草案発
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r半身雇用」の確立とr団塊の世代」の意義

r聖域は存在しない」 原水禁運動分裂 表

（中国爆撃の可能性） べ平連最初のデモ行進 教科書検定にっいて家

昭和40 と言明 名神高速道路全線開通 永三郎訴訟はじまる
（1965）年 アメリカ，ドミニカ派 東大病院などで無給医 お茶の水女子大，学生

16～18歳 兵，休戦協定 局員の診療拒否闘争 寮管理規定反対スト

日韓基本条約調印，韓 郵便日曜配達廃止

国学生反対デモ 石川島播磨，世界最大

シンガポーノレがマレー のタンカー進水

シャから独立 エレキギター大流行

第2次印パ紛争発生

ソビエト宇宙船，最初

の宇宙遊泳

ベトナム米軍，ガス 戦後最大の交通スト 早大全共闘大学本部封

昭和41

1966）年

弾，化学薬品爆弾使用

べトナム，反政府，

米運動の全土への拡

総評，ペトナム反戦ス

四日市で老人，公害に

鎖（6月評決）

術会議，建国記念日

定に反対
17～19歳

大 死の抗議 文部省，全国一斉学力

オーストラリア，西ド テストを廃止

イツでベトナム反戦の 都立高校入試に学校群

大規模デモ の採用

アメリカ，国際収支赤 ひのえうまで出生数
字になる，サンフラン 25％減少

シスコ黒人大暴動，州 フォークソング流行

兵出動 三派全学連結成
中国，紅衛兵組織され，

プロレタリア文化大革

命始まる

中国，最初の核ミサイ

ル発射実験

ストックホルム，ベト 衆議院選挙（自民277， 大規模な大学紛争の開

ナム戦犯国際法廷 社140，民社30，公明25） 始（明治，ICU，法政）
昭和42

ナイジェリア，ピアフ 日共の中共非難の公然 青年医師連合，インタ
（1967）年

ラ内戦 化 一ン国家試験ボイコッ
17～19歳

イスラエル，アラブ連 資本取引自由化の開始 ト

合，第3次中東紛争 公取，再販価格維持制 羽田空港ビル，時限爆
（6日紛争） の中止勧告 弾爆発

中国，最初の水爆実験 四日市ぜんそく公害 都電廃止

中国，文化大革命の嵐 訴訟美濃部東京都知事 新宿駅周辺にフーテン

47



一橋大学研究年報　社会学研究　27

団塊の世
代の年齢 世　　　　　界 国　　　　　内 青少年関係
と年代

アメリカ，8月に史上 r昭和元禄」（空前のボ 族登揚

最高のペトナム北爆， 一ナス支給） 3C時代（カー・クー

国内にベトナム反戦運 ラー・カラーテレピ）

動，黒人暴動の激化 のはじまり

東南アジア諸国連合

（ASEAN）設立

北鮮ゲリラ，ソウルに 米原子力空母エンター 116大学で紛争，65校

侵入 プライズ最初の日本寄 が紛争のまま越年，早
昭和43 南ベトナム全土でテト 港（佐世保） 大紛争，総長辞任
（1968）年

攻勢（サイゴン突入） イタイイタイ病原因を 三派全学連，新空港反
19倒21歳

アメリカ，キング牧師 企業の公害と断定 対の成田抗争

暗殺，・バート・ケネ 水俣病，阿賀野川水銀 日大全共闘結成

ディ上院議員暗殺，「貧 中毒が公害病に認定さ 東大医学部紛争，総長

者の行進」デモ，ニク れる 辞任

ソン再選 九州大学に米軍機墜落 反戦デモ，新宿を占拠

チェコス・バキア，rプ 東大，東教大，来年の

ラハの春」，ソビエト 入試を中止

東欧軍による侵攻 羽仁五郎r都市の論理」

フランス，バリから 中核派全学連結成

r5月危機」のデモ，ス

トライキ

パレスチナPLO設立
中国，劉少奇国家主席

を除名（文革）

スペイン，学生運動に 政府沖縄返還はr本東大安田講堂に機動隊

よる非常事態宣言 土並み，早期，核つき」 導入
昭和44 中ソ，ダマンスキー島， の方針を固める 京大，日共派，反日共
（1969）年

ゴルジンスキー島で武 自民党，r靖国法案」 派乱闘
2Q～22歳 力衝突 を固める 社学同赤軍派，大菩薩

南ペトナム，臨時革命 原子力船rむつ」進水 峠で軍事訓練

政府樹立 東名高速道路開通 6月，4年制大学379校

アメリカ，べトナム反 同和対策10力年計画決 のうち109大学で紛争

戦デモ激化 定 反戦フォーク流行（サ

アメリカ，宇宙船アポ 大学運営臨時措置法成 ヨナラの総括，友よ，

・11号，月面着陸 立 機動隊ブルース，勝利
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チェコス・バキア，侵 東京都，老人医療無料 をわれらに，戦争は知
入抗議行動，多数逮捕 化をきめ各地に波及 らない，フランシーヌ

リビア，カダフィー大 国産・ケット1号，打 の揚合）

佐クーデター ち上げ ひげづら，パンタロン

国連事務総長報告書 全国スモンの会の結成 流行3マンガブーム
r人間の環境に関する 新日鉄，合併成立 全国全共闘連合結成，

諸問題」 日共系全学連と激闘

イスラエル，アラブ連

合戦闘

米ソ，SALT予備会談
北ベトナム，ホー・チ・

ミン大統領死去

ナイジェリア，ビアフ 赤軍派，日航機rよど 70年安保闘争

昭和45

1970）年

1～23歳

ラ戦争終結

国，人工衛星打ち上

アメリカ，ベトナム北

号」ハイジャック

化学スモソグ公害，

京で最初の発生

軍，北富士で実弾演

中核派，革労協革マ

派などの党派間戦争

激化の開始

爆再開，国内で反戦行 習開始

動激化 三島由紀夫，切腹自殺

アメリカ，ウーマン・ 電電公社，LSIを開発

リプ統一デモ 大阪万博開催

北アイルランド，プ・ 静岡田子の浦，ヘド・

テスタント，カトリッ 問題

ク系住民の銃撃線始ま

る

ヨルダン，内戦状態に

入る（黒い9月事件）

アラブ連合，ナセル大

統領死去

チリ，アジェンデ大統

領選出

国連，中国招請，国府

追放決議

アメリカ，ソンミ事件 地方公害白書発表 成田闘争

昭和46
軍事裁判有罪判決 第1・勧業銀行成立 赤軍派，米子市の相互

（1971）年
韓国，軍事教練撤廃学 成田空港一坪地主を強 銀行を襲撃

22～24歳 生運動の激化 制執行で排除 連合赤軍誕生

アメリカ，金ドル交換 チッソ株主総会，べ平
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団塊の世
の年齢 世　　　　　界 国　　　　　　内 青少年関係
と年代

停止のニクソン声明 連で乱闘

米英仏ソ4国，ベルリ 日米繊維協定調印

ン協定仮調印，ペルリ

ン自由通行の実現

中国，林彪クーデター

失敗

インド，パキスタン紛

争，バングラデシュ独

立

アメリカ，大規模なべ

トナム北爆

図表38　中学生で何が一番悲しいか

　　　　0　5　10　15　20％

囮3年男

2年女　
1’

成績が悪い
身内の死・病気’

友とけんか
友との別れ
進路の悩み
人のかげ口
しかられた
勉強できず
先生不機嫌
誤解された
あ　だ　な
授業の雑音
小づかい減　　　　　囮3｛
学級不一致　　　　　ロ2・
試験中’　　　1
出典：佐原忠信・呉市中学教諭

「現代中学生の喜びと悲しみ」（昭和37年

と
が
こ
の
高
学
歴
化
要
求
を

受
験
戦
争
た
ら
し
め
る
。
戦

後
の
受
験
戦
争
の
激
化
の
先

鞭
が
「
団
塊
の
世
代
」
に
よ

っ
て
つ
け
ら
れ
た
。
「
団
塊

の
世
代
」
に
対
す
る
文
部
省

の
全
国
一
斉
学
カ
テ
ス
ト
・

能
研
テ
ス
ト
の
実
施
は
そ
の

象
徴
的
事
件
だ
っ
た
。
図
表

38

「
団
塊
の
世
代
」
中
学

生
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
だ
が
、
「
一
番
悲
し
い
こ
と
」
の
筆
頭
に
、

「
勉
強
が
で
き
な
い
」
こ
と
と
は
別
に
、
「
成
績
が
悪
い
こ
と
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
、
こ
の
事
情
を
よ
く
説
明
し
て
い
る
。
「
団
塊
の
世
代
」
の
高
校
進
学
は
昭

和
三
八
年
か
ら
始
ま
る
が
、
進
学
自
体
は
図
表
3
9
で
見
る
よ
う
に
、
入
学
者
が
増
え

て
進
学
率
は
高
ま
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
中
で
い
わ
ゆ
る
学
校
差
の
問
題
が
生
ま
れ
、

学
校
群
制
度
が
導
入
さ
れ
た
り
す
る
（
昭
和
四
一
年
東
京
都
）
。

第
五
項
大
学
紛
争

50



　
昭
和
四
一
年
か
ら
「
団
塊
の
世
代
」
は
大
学
進
学
を
開
始
す
る
。
大
学
は
前
年
に
く
ら
べ
て
五
〇
万
人
の
増
募
を
行
っ
た
が
、
昭
和
二

二
年
生
ま
れ
の
進
学
希
望
者
の
多
く
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
図
表
4
0
で
見
る
よ
う
に
、
進
学
率
は
下
が
っ
た
。
そ
の
中
で
も
図
表

41

見
る
よ
う
に
、
浪
人
の
人
数
が
二
四
七
万
人
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
印
象
深
い
。
こ
の
人
数
は
四
二
年
以
降
、
進
学
率
は
急
速
に
高

ま
り
、
高
学
歴
化
の
先
鞭
を
つ
け
て
い
っ
た
こ
と
と
並
ん
で
、
浪
人
の
人
数
も
ど
ん
ど
ん
増
え
、
昭
和
四
三
年
に
は
三
〇
〇
万
人
を
超
え

た
の
で
あ
る
。

　
大
学
紛
争
は
昭
和
四
〇
年
の
お
茶
の
水
大
学
に
始
ま
り
、
四
一
年
に
は
早
大
全
共
闘
が
結
成
さ
れ
て
大
学
封
鎖
を
行
っ
た
が
、
紛
争
が

一
挙
に
全
国
を
拡
大
し
た
の
は
昭
和
四
二
年
、
「
団
塊
の
世
代
」
が
一
八
～
二
〇
歳
の
時
代
で
あ
っ
て
、
大
学
紛
争
は
ま
さ
に
「
団
塊
の

世
代
」
の
象
徴
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
図
表
4
2
は
大
学
紛
争
の
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
昭
和
四
四
年
二
月
の
全
国
紛
争
地
図
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
地
図
は
第
一
に
は
、
そ
の
広
が
り
が
注
意
さ
れ
る
が
、
第
二
に
は
、
そ
の
運
動
の
分
裂
の
深
刻
さ
が
注
目
さ
れ
る
。
社
会
運
動
に
お

r半身雇用」の確立とr団塊の世代」の意義

図表39　高校等への進学率（全国）

計 男 女

昭和34年 55．4％ 57．5％ 53．2％

35 57．7 59．6 55．9

36 62．3 63．8 60．7

37 64．0 65．5 62．5

38 66．8 68．4 65．1

39 69．3 70．6 67．9

40 70．7 71．7 69．6

41 72．3 73．5 71．2

42 74．5 75．3 73．7

図表40　大学等（短大・浪人をふく

　　　　む）進学率

計 男 女

昭和37年 12．8％ 18．1 7．4％

38 15．4 21．7
9
．
0

39 19．9 27．9 11．6

40 17．0 22．4 11．3

41 16．1 20．4 11．8

42 17．9 22．2 13．4

43 19．2 23．8 14．4

44 21．4 26．6 16．1

45 23．6 29．2 17．7
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図表41大学入学志願者数の推計表（文部省）
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け
る
「
団
塊
の
世
代
」
は
一
枚
岩
と
な
り
え
な
い
こ
と
を
自
身
で
証
明
し
た
と
い
え

よ
う
o

第
二
節
　
勤
労
者
と
し
て
の
「
団
塊
の
世
代
」

　
第
一
項
二
〇
歳
台
の
「
団
塊
の
世
代
」
の
意
識

　
多
く
の
セ
ク
ト
を
生
み
出
し
な
が
ら
、
大
学
紛
争
は
昭
和
四
五
年
に
は
急
速
に
退

潮
す
る
。
こ
の
時
、
「
団
塊
の
世
代
」
は
二
一
～
二
三
歳
、
そ
の
大
部
分
は
卒
業
し

た
。
各
セ
ク
ト
は
大
学
外
に
運
動
を
展
開
し
始
め
た
が
、
多
く
の
学
生
を
魅
き
つ
け

る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
「
団
塊
の
世
代
」
の
社
会
運
動
は
大
学
内
に
限
ら
れ
た

と
い
え
る
。
時
代
は
超
高
度
成
長
の
真
只
中
に
あ
り
、
企
業
は
若
年
層
労
働
力
の
供

給
不
足
に
悩
ん
で
い
て
、
企
業
へ
の
入
社
は
非
常
に
容
易
で
あ
っ
た
の
で
、
「
団
塊

の
世
代
」
の
関
心
の
転
換
は
実
に
速
か
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
在
学
時
代
か
ら
二
六
～
二
九
歳
ま
で
の
「
団
塊
の
世
代
」
の
政
治
意
識
と
し
て
、

そ
の
政
党
支
持
の
動
向
を
図
表
娼
で
辿
っ
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
は
、
も
ち
ろ
ん
、
社

会
環
境
、
政
治
動
向
の
変
化
が
影
響
し
て
い
る
の
だ
が
、
「
団
塊
の
世
代
」
の
二
〇

歳
前
半
時
代
と
後
半
時
代
で
政
党
支
持
の
動
向
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
二
〇
歳
前
半
時
代
に
は
自
由
民
主
党
支
持
が
四
割
を
占
め
て
変
わ
ら

ず
、
社
会
党
は
支
持
が
激
減
し
、
代
っ
て
共
産
党
支
持
が
在
学
時
代
に
く
ら
ぺ
て
支
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　　　　　　　　　　　　図表42全国大学紛争地図

　
　
　
業
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北

冒図㌔鑑健
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図スト中
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四ノンセ外
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回中核
陣反帝学評

匡陥セ外

』囲民青　　ノ

猷
〉
嚢

轍
繁

　
・
　
愛

（「サンデー毎日」44年2月20日号よウ

持
率
を
高
め
て
フ
タ
ケ
タ
台
と
な

っ
た
。
二
〇
代
後
半
に
な
る
と
、

田
中
内
閣
成
立
の
年
を
除
い
て
自

由
民
主
党
へ
の
支
持
率
は
三
〇
％

台
に
低
落
し
た
。
社
会
党
の
支
持

率
も
二
〇
％
後
半
に
低
迷
を
続
け

た
。
共
産
党
へ
の
支
持
率
は
落
差

が
激
し
い
け
れ
ど
も
、
概
し
て
前

半
時
代
よ
り
も
支
持
率
が
高
ま
っ

た
。
全
共
闘
運
動
は
反
日
共
運
動

だ
っ
た
の
だ
が
、
各
年
齢
層
に
お

い
て
二
〇
歳
台
後
半
の
「
団
塊
の

世
代
」
の
共
産
党
へ
の
支
持
率
が

最
も
高
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
次
に
新
入
社
の
時
点
で
の
「
団

塊
の
世
代
」
の
勤
労
意
識
を
図
表

44

示
す
六
つ
の
項
目
で
検
討
し

て
み
よ
う
。
こ
の
数
値
は
昭
和
四
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図表43青年期の「団塊の世代」の政党支持の動向
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四
～
四
六
年
入
社
者
と
昭
和
五
九
～
六
一
年
入
社
者
（
「
新

人
類
世
代
」
）
の
回
答
結
果
の
平
均
値
で
あ
る
。

「
会
社
を
え
ら
ん
だ
要
因
」
A
に
つ
い
て
「
団
塊
の
世

代
」
で
は
「
自
分
の
能
力
・
個
性
が
生
か
せ
る
か
ら
」
が

最
も
多
い
が
、
「
新
人
類
世
代
」
に
は
及
ば
ず
、
ま
た
「
会

社
の
将
来
性
を
考
え
て
」
で
も
「
新
人
類
世
代
」
の
方
が

は
る
か
に
多
い
。
「
団
塊
の
世
代
」
で
か
ろ
う
じ
て
多
い

の
は
「
仕
事
が
面
白
そ
う
だ
か
ら
」
で
あ
る
が
、
そ
の
比

率
自
体
は
高
く
な
い
。
「
団
塊
の
世
代
」
の
会
社
を
選
ん

だ
要
因
に
は
迫
力
を
欠
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
恐
ら

く
そ
の
背
景
に
高
度
成
長
の
持
続
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

》
つ
o「

ど
う
す
れ
ば
昇
進
で
き
る
と
思
う
か
」
B
で
は
「
団
塊

の
世
代
」
で
「
実
力
を
つ
け
る
」
が
最
も
多
く
、
し
か
も

五
割
に
近
い
こ
と
で
「
新
人
類
世
代
」
の
「
仕
事
を
一
生

懸
命
や
る
」
の
割
合
と
明
白
に
対
比
さ
れ
る
こ
と
に
注
目

し
た
い
。
実
力
の
持
つ
意
味
は
複
雑
だ
が
、
「
団
塊
の
世

代
」
の
自
身
を
暗
示
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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　　　　　　図表44　新入社時点でのr団塊の世代」の勤労意識
A　会社をえらんだときの要因

会社の将来
を考えて

自分の能力・

性が生か
るから

仕事がおも
ろそうだ
ら

技術がおぽ
られるか そ　の　他

団塊の世代 20％ 26％ 15％ 9％ 30％

新人類世代 30 31 8 11 20

B　どうすれば昇進できると思うか

実力をつける
仕事を一生懸
やる

人間関係をよ
する そ　の　他

団塊の世代 49％ 27％ 16％ 8％

新人類世代 38 41 15 6％

C　職場の規則・規律を守るか

守るのは当たり
だ

揚合によっては
らない

個人をしばるこ
は不都合だ

団塊の世代 57％ 38％ 6％

新人類世代 74 21％ 6

D　上役が私生活に干渉することについて

上役といえども干
すぺきではない

わからない
上役の貴任上当
だ

団塊の世代 73％ 18％ 9％

新人類世代 67 23 10

E　日本社会は資本主義社会といわれているがどういう社会を望むか

改良された体現体制のまま
制を望む　　　を望む

わからない社会主義体制
　　　　　を望む

どうでもよい

団塊の世代 53％ 22％ 12％ 8％ 3％

新人類世代 24 50 18 2 5
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F　労働組合は必要か

あった方がよ
、

どちらともい
ない わからない ない方がよい

団塊の世代 82％ 10％ 4％ 2％

新入類世代 71 14 12 2

出典；日本生産性本部r働くことの意識調査」

「
職
揚
の
規
則
・
規
律
を
守
る
か
」
C
で
は
「
団
塊
の
世
代
」
の
世
代
的
特
徴
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
設
問
で
は
「
団
塊
の
世
代
」
新
入
社
員
で
突
出
し
て
「
場
合
に
よ
っ
て
は
守
ら

な
い
」
と
い
う
既
成
秩
序
へ
の
反
抗
の
姿
勢
が
顕
著
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
上
役
が
私
生
活
に
干
渉
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
D
で
も
、
C
と
同
じ
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
上

役
と
い
え
ど
も
干
渉
す
ぺ
き
で
は
な
い
」
と
す
る
割
合
が
「
新
人
類
世
代
」
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
か
ら
で
あ

る
。

「
日
本
の
社
会
は
資
本
主
義
社
会
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
社
会
を
望
む
か
」
E
の
設
問
は
「
団
塊
の

世
代
」
に
は
や
や
答
え
に
く
い
設
間
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
全
共
闘
運
動
が
主
張
し
た
社
会
体
制
は
社
会
主
義

体
制
の
選
択
に
一
括
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ
。
大
学
紛
争
は
既
成
秩
序
の
破
壊
を
目
指
し
た
の
で
あ
り
、

そ
の
先
で
の
建
設
の
思
想
は
明
示
的
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
の
設
問
で
は
「
改
良
さ
れ
た
体
制
を

望
む
」
と
い
う
選
択
が
多
く
な
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
。
だ
が
、
こ
の
点
で
も
「
現
体
制
の

ま
ま
を
望
む
」
が
最
も
多
い
「
新
人
類
世
代
」
と
は
全
く
異
な
る
特
徴
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
最
後
に
、
「
労
働
組
合
は
必
要
か
」
F
の
設
問
で
あ
る
が
、
「
あ
っ
た
方
が
よ
い
」
八
二
％
と
大
部
分
の
「
団

塊
の
世
代
」
に
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
。
こ
れ
に
く
ら
ぺ
て
「
新
人
類
世
代
」

で
は
「
あ
っ
た
方
が
よ
い
」
が
一
番
多
い
け
れ
ど
も
、
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
、
「
わ
か
ら
な
い
」
が
か
な

り
の
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
両
者
の
世
代
差
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

第
二
項
　
現
在
の
「
団
塊
の
世
代
」
勤
労
者
の
企
業
環
境
と
意
識
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「
団
塊
の
世
代
」
が
入
社
後
に
気
付
い
た
こ
と
は
先
輩
層
の
基
礎
学
力
の
不
足
で
あ
っ
た
。
先
輩
世
代
で
あ
る
「
戦
後
世
代
」
は
焼
跡
世

代
、
疎
開
世
代
と
も
呼
ば
れ
充
分
な
学
校
教
育
を
受
け
な
か
っ
た
世
代
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
団
塊
の
世
代
」
社
員
は

三
〇
歳
台
前
半
ま
で
、
平
社
員
の
気
安
さ
か
ら
、
先
輩
社
員
に
対
し
て
ズ
ケ
ズ
ケ
と
も
の
を
言
い
、
物
お
じ
し
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
「
団
塊
の
世
代
」
の
入
社
が
完
了
し
て
か
ら
二
年
後
の
昭
和
四
八
年
に
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
お
こ
り
、
そ
の
後
に
五
三

年
ま
で
続
く
長
期
不
況
が
や
っ
て
き
た
。
「
団
塊
の
世
代
」
の
甘
い
勤
務
ス
タ
イ
ル
は
続
き
よ
う
が
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
に
「
団
塊
の

世
代
」
社
員
は
企
業
の
指
示
命
令
に
従
っ
て
よ
く
働
い
た
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
面
で
は
「
団
塊
の
世
代
」
は
そ
の
両
親
の
勤
労
意
識
の

忠
実
な
継
承
者
に
立
ち
返
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
五
四
年
以
降
に
輸
出
志
向
の
強
化
を
軸
と
し
て
日
本
の
企
業
が
立
ち
直

っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。

　
昭
和
五
七
年
以
降
に
「
団
塊
の
世
代
」
は
三
〇
歳
台
後
半
に
移
行
し
始
め
た
。
こ
の
頃
か
ら
二
つ
の
問
題
が
こ
の
世
代
を
襲
い
始
め
る
。

第
一
に
は
、
「
団
塊
の
世
代
」
の
就
職
産
業
で
最
も
多
い
の
は
、
卸
小
売
業
、
不
動
産
業
、
金
融
保
険
業
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
産
業
で

は
ポ
ス
ト
不
足
が
「
団
塊
の
世
代
」
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
き
た
。
第
二
に
は
、
大
企
業
に
お
け
る
就
職
産
業
で
は
建
設
業
、
製
造
業
が
多

い
の
だ
が
、
そ
の
中
で
も
鉄
鋼
業
、
造
船
業
、
機
械
工
業
、
化
学
工
業
な
ど
の
重
厚
長
大
産
業
で
は
中
高
年
層
の
人
員
整
理
が
激
し
く
な

り
、
や
が
て
は
事
業
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
に
進
ん
で
い
き
、
「
団
塊
の
世
代
」
社
員
の
将
来
も
バ
ラ
色
と
は
い
え
な
く
な
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
他
方
で
は
、
年
を
追
う
に
つ
れ
て
情
報
技
術
革
命
、
国
際
金
融
自
由
化
の
進
展
に
誘
導
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
が
登
揚
し

て
く
る
よ
う
に
な
り
、
「
団
塊
の
世
代
」
社
員
の
転
職
に
可
能
性
を
開
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　
図
表
4
5
は
す
で
に
示
し
た
よ
う
に
、
昭
和
六
〇
年
の
全
産
業
、
全
企
業
規
模
べ
ー
ス
で
み
た
男
子
常
用
従
業
員
の
五
歳
刻
み
の
年
齢
別

構
成
で
あ
り
、
「
団
塊
の
世
代
」
は
三
五
～
三
九
歳
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
既
に
図
表
3
3
で
示
唆
し
た
こ
と
だ
が
、
「
団
塊
の
世
代
」
の
上

の
世
代
の
人
数
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
「
団
塊
の
世
代
」
従
業
員
は
五
〇
歳
台
後
半
層
か
ら
大
き
く
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
長
い
屋
根
の
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図表45　男子常用労働者の年齢別構成　（％）

　　　　　　　60　　　　3、0

　　　　　　　55～59　　5，7

　　　　　　　50＿54　　9・1

　　　　　　　45＿49　　　1L4

　　一一一一一一一40～44一一一一一一一　　　13．9

　　　　　　　35－39　　　　　　　　　　　　　16．6

　　　　　　　30～34　　　　　　　　　　　　14．7

　　　　　　　25～29　　　　　　　　　13．2

　　　　　　　　～24歳　　　　　　　　　12。4

（出所）労働省「昭和60年賃金構造基本統計調査」

庇
の
部
分
に
当
た
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
企
業
の
役
職
ポ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
に

増
加
し
よ
う
と
、
高
度
成
長
の
規
模
拡
大
が
な
い
限
り
、
役
職
昇
進
の
年
齢

層
は
高
く
な
り
、
「
団
塊
の
世
代
」
へ
の
役
職
配
分
は
遅
れ
る
だ
け
で
な
く
、

配
分
割
合
も
減
少
す
る
こ
と
で
あ
る
。
役
職
ポ
ス
ト
で
最
も
重
要
な
の
は
課

長
職
位
で
あ
る
の
で
、
図
表
妬
で
昭
和
五
六
年
か
ら
六
一
年
ま
で
の
五
年
間

に
お
け
る
年
齢
別
課
長
数
を
検
討
し
よ
う
。
六
一
年
に
は
と
く
に
四
五
～
四

九
歳
、
五
〇
～
五
四
歳
層
で
課
長
数
の
増
加
が
顕
著
で
あ
っ
て
、
課
長
の
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
団
塊
の
世
代
」

社
員
に
と
っ
て
課
長
の
職
位
が
ど
ん
ど
ん
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
て
い
る
こ
と
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
が
「
団
塊
の
世
代
」
社
員
の
意
識
に
大
き
な
変
化
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
図
表
4
7
は
、
わ
れ
わ
れ
が
行

っ
た
「
団
塊
の
世
代
の
活
性
化
に
関
す
る
調
査
研
究
」
（
六
二
年
一
〇
月
、
雇
用
職
業
総
合
研
究
所
）
の
ま
と
め
の
一
つ
で
あ
る
。
図
表

σ
に
よ
れ
ぱ
、
「
昇
進
へ
の
意
欲
」
に
つ
い
で
は
、
「
程
々
に
諦
め
る
人
が
出
て
い
る
」
と
判
断
し
て
い
る
企
業
の
割
合
が
六
一
・
二
％
と

六
割
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
し
、
ま
た
「
団
塊
の
世
代
」
社
員
の
側
で
も
三
割
弱
が
昇
進
へ
の
意
欲
の
弱
化
を
示
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
「
定
年
ま
で
の
終
身
雇
用
の
可
能
性
」
に
つ
い
て
も
、
企
業
の
方
で
は
、
「
団
塊
の
世
代
」
に
つ
い
て
そ
の
保
障
の
見
通
し
が
立
つ

と
す
る
割
合
は
四
五
％
に
過
ぎ
ず
、
「
団
塊
の
世
代
」
社
員
自
身
も
終
身
雇
用
慣
行
の
保
障
が
え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
割
合
は
三
分
の

一
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
裏
側
と
し
て
の
「
転
職
志
向
」
に
つ
い
て
見
る
と
、
六
割
以
上
の
企
業
が
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　　　　　　　　　　　　　図表46年齢別課長数
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図表47団塊の世代の「昇進への意欲」，「定年までの雇用」，「転職志向」に対する企業と団塊の世代の意識（％）

昇進への意欲

61．2

「3蕊幅1
l　　　　　l
l　　　　　I
I　　　　　l
1　　　　　『
『　　　　　1
I　　　　　I
I　　　　　I
l　　　　　I

　　　　1
28．5

l　　　　　l
陰　　　　　1
l　　　　　　I
1　　　　　8
巳　　　　　　1

I　　　　　I
l　　　　　I

企業：「ほどほどまでであきらめてい

　　　る人がでてきた』と「ほどほど

　　　までであきらめている人が大部

　　分だ』の和
団塊の世代＝「昇進できなくともかま

　　わないJと「昇進したくない」の

　　和

□准業

定年までの雇用 転職志向

　61．5

r一聞一一「
膠　　　　　　1

45．0

154．9　陰l　　　　　I

47．0

8　　　　1

36．6

1　　　　　　量　　　　　　　一II　　　　　I

1　　　　　纏

r駈落噌 1　　　　　5
　　　　　1
　　　　　1
　　　　　　1
　　　　　匪己　　　　　IIl　　　　　l

　　　　11　　　　1l　　　　　　　　I

45．0

企業＝「大部分は定年まで当社に勤め

　　　続けることができると思う」

団塊の世代：「定年まで勤めていられ

　　　るJと「定年はあるが、定年後

　　　も雇用延長などによって勤めて

　　　いられるJの和

［二二11団塊の世代のポスト不足がきわめて深刻化している企業

國1団塊の世代

企業1「優秀な人材も含め、中堅社貝の

　　転職者は以前よりも増える」と

　　　「転職者は以前よりも増えるが、

　　優秀な人材はでていかない』の和

団塊の世代：「積極的にいい仕事をさが

　　　して転職したいと思う」、「さがし

　　てはいないが、今より条件のいい

　　仕事があれば転職したいと思う』、

　　　「今は転職する気はないが、将来

　　は転職したいと思う』の和

O
O



「
転
職
者
が
増
え
る
」
と
考
え
て
い
る
し
、
ま
た
、
「
団
塊
の
世
代
」
社
員
の
五
割
弱
が
転
職
の
意
思
を
示
し
て
い
る
．
｝
と
が
示
さ
れ
た
。

こ
う
な
っ
て
く
る
と
、
「
団
塊
の
世
代
」
勤
労
者
の
勤
労
意
識
は
大
幅
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
見
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
こ
の
こ
と
を
含
ん
で
、
わ
れ
わ
れ
が
明
ら
か
に
し
た
『
新
世
代
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
生
活
と
意
見
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
六
二
年
）

に
よ
れ
ば
、
「
団
塊
の
世
代
」
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
勤
労
意
識
は
図
表
4
8
の
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
㍉
団
塊
の
世
代
」
勤
労
者
の
勤
労
意
識
は
、
そ
れ
ま
で
い
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
の
で
は
な
く
、

よ
く
検
討
し
て
み
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
か
た
ま
り
に
集
ま
っ
て
い
て
、
勤
労
意
識
の
多
島
化
と
い
う
ア
一
と
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
表
4
8
に
よ
れ
ぱ
次
の
通
り
で
あ
る
。

r半身雇用」の確立とr団塊の世代」の意義

　　図表48　「団塊の世代」社員の意識の現状

　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　　I

転職した

出典；図表32と同じ

一
　
ポ
ス
ト
不
足
・
仕
事
責
任
の
負
荷
の
増
大
に
直
面
し
て

　
お
り
、
課
長
職
位
昇
進
を
目
前
に
し
て
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ

　
て
い
る
こ
と
を
強
く
間
題
だ
と
意
識
し
、
悩
ん
で
い
る
タ

　
イ
プ
。
こ
の
タ
イ
プ
は
現
在
で
も
最
も
多
い
「
団
塊
の
世

　
代
」
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
タ
イ
プ
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ

　
の
タ
イ
プ
の
中
心
に
は
、
誰
よ
り
も
早
く
、
あ
る
い
は
皆

　
に
お
く
れ
ず
に
昇
進
す
る
た
め
に
、
上
司
に
対
し
て
透
明

　
人
間
と
な
っ
て
忠
誠
を
つ
く
す
こ
と
を
戦
略
と
す
る
小
タ

　
イ
プ
が
生
ま
れ
て
い
る
。
「
透
明
人
間
型
」

ニ
　
ポ
ス
ト
不
足
・
仕
事
責
任
の
負
荷
の
増
大
に
直
面
し
、

　
役
職
昇
進
の
選
別
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
、
昇

61



一橋大学研究年報　社会学研究　27

　
進
は
望
む
も
の
の
、
そ
れ
が
自
分
の
人
生
の
す
ぺ
て
で
は
な
い
こ
と
を
意
識
し
、
会
社
外
の
自
分
の
人
生
の
重
要
さ
に
注
意
を
向
け
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
め
た
タ
イ
プ
。
こ
の
タ
イ
プ
は
、
も
と
も
と
そ
の
よ
う
な
勤
労
意
識
を
持
っ
て
入
社
し
た
人
々
と
、
一
の
タ
イ
プ
か
ら
分
か
れ
て
き
た
　
6

　
人
々
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
妻
子
を
大
切
に
す
る
、
社
外
の
友
人
と
の
関
係
を
大
事
に
す
る
、
と
い
う
行
動
は
こ
の
タ
イ
プ
で
強
く
見

　
ら
れ
る
。
「
半
身
型
」

三
　
ポ
ス
ト
不
足
．
仕
事
責
任
の
負
荷
の
増
大
に
直
面
し
、
ま
た
課
長
昇
進
を
目
前
に
し
な
が
ら
、
候
補
者
の
人
数
の
多
さ
、
自
身
の
今

　
ま
で
の
社
内
キ
ャ
リ
ア
で
の
若
干
の
コ
ー
ス
は
ず
れ
を
強
く
意
識
し
て
、
昇
進
の
お
く
れ
は
ど
う
で
も
よ
い
、
与
え
ら
れ
る
仕
事
が
面

　
白
け
れ
ば
よ
い
、
と
考
え
て
い
る
タ
イ
プ
。
こ
の
タ
イ
プ
の
中
心
に
は
、
目
前
で
中
高
年
層
の
先
輩
社
員
の
窓
際
族
化
、
出
向
、
転
籍
、

　
人
員
整
理
が
進
む
の
を
見
て
、
そ
れ
ら
を
自
身
の
生
涯
に
あ
て
は
め
、
当
面
は
仕
事
中
心
で
い
こ
う
と
思
い
直
し
て
い
る
タ
イ
プ
が
あ

　
る
。
こ
の
タ
イ
プ
を
「
コ
ア
ラ
型
」
と
名
付
け
る
が
、
一
見
、
社
内
で
は
コ
ア
ラ
の
よ
う
に
眠
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
以
下
の

　
タ
イ
プ
に
転
換
し
て
い
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
コ
ア
ラ
の
夜
間
の
行
動
は
昼
間
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
素
早
い
の
だ
。

四
　
重
厚
長
大
企
業
を
中
心
と
し
て
「
団
塊
の
世
代
」
社
員
に
対
し
て
も
出
向
、
別
会
社
分
離
・
転
籍
を
求
め
る
動
き
が
あ
ら
わ
れ
て
お

　
り
、
ま
た
こ
の
世
代
社
員
の
ス
カ
ウ
ト
を
目
指
す
他
社
の
動
き
も
目
立
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
図
表
4
8
で
は
、
こ
こ
か
ら
生
ず
る

　
転
職
に
つ
い
て
、
そ
の
勤
労
意
識
の
タ
イ
プ
区
分
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
　
一
つ
は
、
転
職
先
で
再
ぴ
昇
進
を
目
指
し
直
す
タ
イ
プ
で
あ
る
。
「
再
出
発
型
」

　
　
二
つ
は
、
今
ま
で
の
企
業
で
習
得
し
た
知
識
・
経
験
を
生
か
し
て
、
そ
の
職
業
能
力
に
よ
っ
て
転
職
先
を
見
つ
け
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。

　
『
「
専
門
職
業
人
型
」

　
　
三
つ
は
、
市
揚
環
境
を
見
通
し
て
、
自
身
で
事
業
を
始
め
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
今
ま
で
の
企
業
規
模
で
は
考
え
ら
れ
な

　
　
い
よ
う
な
小
規
模
企
業
に
進
ん
で
転
職
す
る
人
々
も
含
ま
れ
よ
う
。
「
起
業
家
型
」
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図表49「団塊の世代」の学園紛争への過去の参加姿勢と現在のr勉強のため
　　　　に図書館や書店にいくことが多いか」との関係　　　　（N＝475）（％

　　　　　　　　勉強への態度

学紛争への参加
計
そうして
る

そうして
ない

どちらとも
えない

計 100．0

100．0）
46．3 25．5 28．2

支　　　　　持 100．0
45．4）

532 20．4 26．4

批　　　　　判 100．0

412）
43．9 28．6 27．6

無　　関　　心 100．0
13．4）

30．2 33．3 36．5

出典＝図表32と同し

図表50　r団塊の世代」の学園紛争への過去の参加姿勢と若手のための職揚状
　　　　況のつくり方　　『　　　　　　　　　　　　　（N＝姐）（％）

若手のた 面白くやれ やれば面白 面白く仕事 面白く仕事
めの職揚 る状況をす くする状況 ができる状 ができる状
づくり 計 でにつくっ をつくれる 況をつくれ 況をつくる

大学紛争 ている と思う る自信はな など不必要
への参加 い だ

計 100．0 24．7 58．0
7
．
5

9．8

（100．0）

支　　　　　持 100．0 27．7 55．9
7
．
0

9
．
4

（45．4）

批　　　　　判 100．0 24．9 59．6 6．2 9．3

（41．2）

無　　関　　心 100．0 14．3 60．3 12．7 12．7
（13．4）

出典：図表32と同じ

以
上
の
よ
う
に
、
「
団
塊

の
世
代
」
社
員
の
現
在
の
勤

労
意
識
は
多
島
化
し
て
お
り
、

一
色
で
あ
る
と
は
到
底
言
え

な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
世

代
の
大
卒
者
の
青
年
時
代
の

共
通
な
原
体
験
と
い
え
る
大

学
紛
争
へ
の
自
身
の
か
か
わ

り
と
現
在
の
仕
事
へ
の
姿
勢

と
の
関
係
を
見
る
と
、
興
味

あ
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
こ
と
が
図
表
4
9
と
図
表

50

示
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
勉
強
の
た

め
に
図
書
館
や
書
店
に
い
く

こ
と
が
多
い
か
」
と
い
う
図

表
4
9
の
設
問
、
「
若
手
の
た

　
　
　
　
　
　
　
邸

め
の
職
揚
状
況
の
つ
く
り
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方
」
と
い
う
図
表
5
0
に
対
す
る
回
答
で
、
大
学
紛
争
へ
の
支
持
学
生
で
あ
っ
た
人
々
ほ
ど
「
い
く
こ
と
が
多
い
」
し
、
「
面
白
い
状
況
を

既
に
つ
く
っ
て
い
る
」
割
合
が
多
く
、
大
学
紛
争
に
無
関
心
だ
っ
た
人
ほ
ど
、
「
い
く
こ
と
が
な
い
」
、
「
面
白
い
状
況
が
理
解
出
来
な
い
」
、

と
い
う
傾
向
が
強
い
こ
と
が
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
青
春
時
代
に
自
身
を
賭
け
た
原
体
験
を
持
つ
か
持
た
な
い
か

が
、
そ
の
後
の
人
生
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
示
唆
す
る
と
同
時
に
、
大
学
紛
争
の
体
験
が
「
団
塊
の
世
代
」
の
中
に
今
な
お
生
き
て
い

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
第
三
項
「
団
塊
の
世
代
」
の
現
代
的
意
義

「
団
塊
の
世
代
」
の
世
代
の
特
性
を
第
一
節
の
冒
頭
の
数
行
に
即
し
て
考
え
て
み
る
と
、
以
上
の
よ
う
に
様
々
な
点
が
指
摘
で
き
る
が
、

そ
れ
ら
を
さ
ら
に
大
括
り
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
特
性
は
何
と
い
っ
て
も
、
戦
後
の

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
年
齢
層
で
あ
っ
て
、
こ
の
大
量
に
突
出
し
た
人
口
数
と
い
う
こ
と
は
「
団
塊
の
世
代
」
に
と
っ
て
生
涯
に
わ
た
っ
て
変

わ
ら
な
い
特
性
に
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
の
特
性
は
「
団
塊
の
世
代
」
が
、
そ
の
青
少
年
期
に
お
い
て
、
戦
後
の
社
会
体
制
に
つ
い
て
の
大
激
動
期
を
体
験
し
た
こ
と
で
あ

る
。
ア
｝
の
大
激
動
は
国
の
内
外
に
お
い
て
広
範
か
つ
深
刻
な
性
質
を
持
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
世
界
で
は
、
東
西
冷
戦
、
自
由
世
界
に

お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
優
位
の
中
で
、
図
表
3
7
で
見
る
よ
う
に
、
キ
ュ
ー
バ
を
め
ぐ
る
米
・
ソ
の
一
触
即
発
の
紛
争
、
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ

ム
内
線
へ
の
介
入
と
そ
の
攻
撃
内
容
の
す
さ
ま
じ
さ
、
ソ
ビ
エ
ト
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
ス
・
バ
キ
ア
ヘ
の
武
力
弾
圧
、
ソ
ビ
エ
ト
・

中
国
の
武
力
衝
突
、
中
国
の
「
文
化
大
革
命
」
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ア
ラ
ブ
連
合
の
中
東
戦
争
等
々
、
い
ず
れ
も
戦
後
国
際
関
係
体
制
を
ゆ
る

が
す
大
事
件
が
集
中
的
に
登
揚
し
、
「
団
塊
の
世
代
」
が
小
学
校
時
代
に
希
望
を
持
っ
て
学
ん
だ
こ
と
が
次
々
に
裏
切
ら
れ
、
大
人
た
ち
の

既
存
の
体
制
に
批
判
の
心
を
形
成
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
他
方
、
国
内
に
つ
い
て
は
、
一
方
で
は
両
親
の
働
き
を
通
ず
る
生
活
水
準

64
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の
向
上
を
身
を
も
っ
て
享
受
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
反
面
、
工
業
化
の
急
速
な
進
展
に
と
も
な
っ
て
発
生
し
た
生
活
環
境
の
悪
化
に
も
若

者
と
し
て
の
鋭
い
目
を
向
け
て
い
っ
た
。
と
く
に
こ
の
時
期
に
は
公
害
問
題
が
登
揚
し
、
そ
れ
ら
が
企
業
の
生
産
に
よ
っ
て
発
生
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
っ
た
か
ら
、
「
団
塊
の
世
代
」
の
批
判
の
眼
は
両
親
に
も
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
批
判
が
爆
発
し
た
の
が
大
学
紛
争
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
大
学
紛
争
で
は
既
存
体
制
の
権
力
の
破
壊
が
目
標
と
し
て

掲
げ
ら
れ
た
が
、
破
壊
の
後
に
自
身
た
ち
の
権
力
が
ど
の
よ
う
な
体
制
の
建
設
を
目
指
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ

う
に
既
存
秩
序
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
破
綻
が
生
じ
て
い
る
以
上
、
そ
れ
を
描
き
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
こ
ま
で
至
ら
な
い
う
ち

に
、
若
年
層
需
要
の
強
い
企
業
に
迎
え
ら
れ
て
高
度
成
長
に
沸
く
実
社
会
に
入
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
実
社
会
は
「
団
塊
の
世
代
」
の
入
社
後
す
ぐ
に
第
一
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
見
舞
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
数
年
続
く
不
況
に
入
っ
て
い
っ
た
。

中
高
年
層
社
員
の
大
量
整
理
が
「
団
塊
の
世
代
」
の
眼
前
で
展
開
し
始
め
た
。
青
年
社
員
と
し
て
の
「
団
塊
の
世
代
」
は
そ
の
中
で
大
正

ヒ
ト
ケ
タ
世
代
の
両
親
の
よ
う
に
企
業
の
た
め
に
懸
命
に
働
き
出
し
た
。
企
業
は
や
が
て
活
力
を
取
戻
し
た
が
、
そ
の
中
で
中
高
年
層
社

員
不
要
の
企
業
人
事
施
策
は
じ
り
じ
り
と
進
行
し
て
い
っ
た
。
窓
際
族
も
「
団
塊
の
世
代
」
の
身
近
に
座
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
中
で

「
団
塊
の
世
代
」
は
三
〇
歳
台
後
半
の
現
在
に
至
っ
て
い
く
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
抽
出
さ
れ
る
「
団
塊
の
世
代
」
の
現
在
の
存
在
意
義
は
次
の
二
点
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
「
団
塊
の
世
代
」
は
前
掲

の
図
表
3
2
で
見
る
よ
う
に
、
戦
後
生
ま
れ
と
い
う
点
で
現
在
の
新
人
類
世
代
と
共
通
し
、
戦
後
世
代
以
前
の
旧
世
代
と
は
は
っ
き
り
と
異

な
る
社
会
環
境
の
も
と
で
育
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
は
「
新
世
代
日
本
人
」
に
属
す
る
の
だ
が
、
他
方
で
は
戦
前
、
戦
中
世
代
を

両
親
と
し
て
育
つ
と
同
時
に
学
校
教
育
も
こ
れ
ら
の
世
代
か
ら
受
け
て
お
り
、
日
本
の
世
代
構
成
と
し
て
は
旧
世
代
・
新
世
代
の
架
橋
の

役
割
を
果
た
す
世
代
の
位
置
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
「
団
塊
の
世
代
」
は
二
十
一
世
紀
以
降
の
社
会
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を

果
た
す
筈
で
あ
り
、
現
在
四
〇
歳
台
に
入
っ
て
今
し
ば
ら
く
は
企
業
が
主
力
を
担
う
世
代
と
し
て
重
視
し
て
い
る
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
、

65
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と
い
う
二
と
は
す
で
に
第
一
章
末
尾
で
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
「
団
塊
の
世
代
」
を
重
視
す
る
積
極
的
意
義
は
こ
の
二
つ
の
点
に
お

か
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

　
　
（
本
稿
は
昭
和
六
二
ー
平
成
元
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
総
合
研
究
A
）
「
産
業
構
造
の
転
換
に
対
応
す
る
労
働
市
揚
政
策
に
関
す
る
総
合

　
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
）
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